
山
粧
う
素
敵
な
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
読
書
の

秋
に
し
ま
せ
ん
か
？

え
　

ほ
　

ん

・
ふ
み
き
り
く
ん

・
あ
さ
で
す
よ
　
よ
る
で
す
よ

・
の
び
の
ー
び
　
の
び
の
ー
び

一
般
向
け

・
変
な
絵

・
人
間
関
係
を
半
分
降
り
る

芥
川
賞
受
賞

・
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク

直
木
賞
受
賞

・
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち

・
極
楽
征
夷
大
将
軍

お
し
ら
せ

・
令
和
６
年
度
か
ら
使
用
す
る
、

小
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

◇
　◆
　◇
　◆
　◇

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
リ
ク
エ
ス

　
９
月
27
日
㈬
に
今
年
24
年
目

を
迎
え
る
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
龍
小
学
校
児
童

を
は
じ
め
下
伊
那
南
部
建
設
事

務
所
、
中
部
電
力
、
婦
人
会
の

方
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ
き
村

内
各
所
様
々
な
場
所
で
道
路
周

辺
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
車
な
ど
で
通
り
慣
れ
て
い

る
道
で
す
が
、
い
ざ
ゴ
ミ
を
拾

い
な
が
ら
歩
く
と
と
て
も
広
く

長
い
距
離
を
歩
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
拾
っ
た
ご
み
は
約
43
㎏
で
、

空
き
缶
や
プ
ラ
ゴ
ミ
、
中
に
は

洗
濯
機
の
ホ
ー
ス
な
ど
も
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
、
沿
道
が
と

て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
ゴ

ミ
の
な
い
天
龍
村
が
い
つ
ま
で

も
保
た
れ
る
よ
う
に
改
め
て
一

人
一
人
が
環
境
美
化
を
心
が
け

て
生
活
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
。

広 報　天　　龍（24）令和５年（2023年）10月26日

第 215 号
広 報

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

私たちの村
－10月１日現在－
人口 1,097 人

男 521 人 女 576 人
世帯数 624 世帯

2023年10月26日

９月17日㈰に、林野火災における空と陸及び署団の連携強化を目的に和知野川グラウンドにて、長野県消防
防災航空隊、阿南消防署、天龍村消防団及び飯伊消防協会阿南地区班各団が連携訓練を行いました。
内容は林野火災を想定し、和知野川から防災ヘリコプター『アルプス』への中継送水訓練、防災ヘリからの

空中消火訓練で、地上からの防災ヘリへの給水を担当する消防団員は普段体験しないヘリコプターの風圧に耐
えながら、中継送水を行いました。
また訓練の最後には村長、飯田広域消防本部消防長、天龍村消防団長がヘリコプターに搭乗し、上空偵察を

実施しました。
この訓練は県内でも例が少なく、飯田下伊那管内では初の試みであります。これを今後の消防活動に活かし

ていきます。

　
な
ん
で
も
館
常
設
展
示
室
等

整
備
工
事
が
９
月
末
に
竣
工
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
収
蔵
し
て
い

る
美
術
品
か
ら
選
定
し
て
展
示

を
行
い
、
11
月
18
日
㈯
か
ら
11

月
30
日
㈭
ま
で
の
期
間
プ
レ

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
天
龍
村
な
ん
で
も
館
２
階
）

　
南
信
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
の
作
品
等
を
主
に
展
示
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
な
お
本
オ
ー
プ
ン
は
12
月
１

日
㈮
の
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
天
龍
村
教
育
委
員
会 

教
育

係
（
☎
32
‒３
２
０
６
）

図
書
館
に
新
し
い

　本
が
入
り
ま
し
た

図
書
館
に
新
し
い

　本
が
入
り
ま
し
た

11月18日㈯･19日㈰に開催決定!!

場所：なんでも館
今年は、例年行われている「文
化祭」に加え、各種イベントを
盛り込んだ「昇龍まつり」を開
催します。

今年も頑張ってきれいにしたよ今年も頑張ってきれいにしたよ

　
９
月
14
日
㈭
に
、
英
国
か

ら
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
タ
イ
ナ
ー

さ
ん
一
家
が
来
村
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
の
父
親

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
さ
ん
は
、
戦
時
中
捕
虜
と
な

り
、
満
島
収
容
所
で
生
活
し
ま

し
た
。
一
家
は
父
親
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
訪
日
し
、
天
龍
村
で

は
、
平
岡
ダ
ム
や
収
容
所
跡
地

の
碑
な
ど
を
訪
れ
、
村
を
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
当
時
の
厳
し
い
境

遇
の
中
、
友
情
を
育
ん
で
い
た

原
田
源
燈
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
と

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
さ
ん
が
終
戦
後
、

収
容
所
を
去
る
と
き
に
、
原
田

さ
ん
は
餞
別
と
し
て
印
半
纏
を

送
り
ま
し
た
。
そ
の
形
見
の
半

纏
を
遺
族
の
方
へ
返
還
す
る
の

も
、
一
家
の
来
村
の
目
的
の
一

つ
で
し
た
。
今
回
遺
族
の
方
同

士
が
国
や
立
場
を
超
え
て
交
流

し
、
縁
を
つ
な
ぎ
合
っ
て
い
る

姿
は
感
動
的
で
し
た
。　

改
め
て
、

平
和
を
願

う
気
持
ち

を
新
た
に

し
ま
し
た
。

英
捕
虜
遺
族
の
来
村

ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
天
龍
村
図
書
館
…

　
☎
32
‒３
２
０
６

◇
開
館
時
間
…
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時

◇
休
日
…
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、

月
末
日

▲タイナーさん一家
　と記念撮影

天
龍
村
郷
土
美
術
館

プ
レ
オ
ー
プ
ン

み
ん
な
で
き
れ
い
に
！

天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦



○
令
和
５
年
度
天
龍
村
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
を
行
い
、
意
見
を
付

け
て
議
会
に
報
告
し
た
も
の
で

す
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
18

日
㈮
に
開
会
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○「
令
和
５
年
度
　
天
龍
村
総

合
体
育
施
設
太
陽
光
発
電
設

備
整
備
工
事
　
天
龍
村
　
平

岡
　
天
龍
村
総
合
体
育
施

設
」
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
額
　
８
，０
８
５
万
円

契
約
の
相
手
方

　
リ
ッ
ク
ス
・
新
井
電
機
工
事

　
　
共
同
企
業
体
　

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
の
た
め
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
た
も
の
で
す
。

の
予
定
で
す
。

〇
天
龍
村
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ん

で
も
館
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
な
ん
で
も
館
常
設

展
示
室
の
整
備
に
よ
り
、
な
ん

で
も
館
２
階
に
あ
り
ま
し
た

「
文
化
財
資
料
展
示
室
」
に
つ

い
て
、
今
後
貸
出
使
用
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
名
称
と
使
用

料
の
削
除
を
行
う
な
ど
の
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

〇
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
向
方
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
村
道
舗
装
・
向
方
下
線
を
削

除
し
、
村
道
拡
幅
改
良
・
向
方

下
線
の
追
加
、
林
道
舗
装
・
虫

川
新
野
峠
線
及
び
林
道
改
良
・

向
方
中
河
内
線
に
か
か
る
事
業

費
の
変
更
を
し
た
も
の
で
す
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
道
４
１
８
号
福

島
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
運
行

路
線
に
変
更
が
生
じ
た
も
の
及

び
運
行
路
線
の
変
更
に
あ
わ
せ

て
早
木
戸
バ
ス
停
留
所
を
廃
止

し
た
も
の
で
す
。

（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）10月26日

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
専

決
第
９
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
専
決
第
10
号
）

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４

日
㈪
に
開
会
し
、
14
日
㈭
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
郷
土
美
術
館
設
置
及

び
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
な
ん
で
も
館
２
階

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
天
龍
村
郷
土
美
術
館
」
の
設

置
及
び
管
理
に
関
し
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
必
要
な

事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
天
龍
村
郷
土
美
術
館

は
、
11
月
中
旬
よ
り
プ
レ
オ
ー

プ
ン
の
期
間
を
設
け
、
正
式

オ
ー
プ
ン
は
12
月
１
日
㈮
か
ら

予
　
　
　算

決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
大
平
正
長
議
員

一
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備

計
画
と
運
営
方
法
に
つ
い
て

二
、
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業

の
進
捗
状
況
と
排
水
路
な
ど

の
改
修
に
つ
い
て

三
、
豪
雨
等
の
災
害
時
に
お
け

る
村
外
の
通
行
止
め
情
報
に

つ
い
て

四
、
児
童
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❸
回

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❸
回

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

村長あいさつ

報
　
　
　告

予
　
　
　算

決
　
　
　算

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
子
供
た
ち
の
本
や
デ
ジ
タ

ル
機
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て

二
、
各
避
難
所
の
物
資
な
ど
に

つ
い
て

三
、
ド
ラ
ゴ
ン
商
品
券
に
つ
い

て
○
兼
宗
　
真
議
員

一
、
農
林
水
産
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
二
、
旧
Ｊ
Ａ
製
茶
工
場
及
び
選

果
場
の
利
用
に
つ
い
て

三
、
中
井
侍
茶
の
担
い
手
対
策

に
つ
い
て

令和５年度　補　正　予　算
会　計　名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第２号）専決 27億997万円 5,810万円 27億6,807万円
村 営 水 道 （第２号）専決 7,941万円 205万円 8,146万円

令和５年度　補　正　予　算
会　計　名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第３号） 27億6,807万円 4億5,115万円 32億1,922万円
村 営 水 道 （第３号） 8,146万円 436万円 8,582万円
村 営 下 水 道 事 業 （第１号） 7,582万円 255万円 7,837万円
介 護 保 険 （第１号） 2億2,960万円 7,161万円 3億121万円
国民健康保険診療所 （第２号） 5,882万円 203万円 6,085万円

令和５年10月１日から、複数税率に対応した消費税の仕入税額控除の方式として、「適格請求書等保存
方式」（インボイス制度）が開始されました。
飯田税務署では「インボイス制度」に関する知識などを深めていただくことを目的として、次の説明会
と相談会を開催します。
※法人、個人事業者の方で参加を希望される場合は、次の表をご覧の上、飯田税務署へお問い合わせください。
参加料は無料ですが、事前登録が必要となります。
なお、新型コロナウイルス感染症などの状況によっては開催を中止する場合がご
ざいます。あらかじめご了承ください。

消費税「インボイス制度」説明会・相談会の開催について

１.消費税の仕組みから知りたい方向けの説明会
開催日時 開催場所 定員 留意事項 お問い合わせ先

R5.11.10㈮
９：30～10：30

飯田税務署（２階会議室）
飯田市高羽町6－1－5
（飯田高羽合同庁舎内）

各20名

R5.11.2㈭17時までに
電話登録が必要です

飯田税務署
電話（代表）
0265－22－1165

音声ガイダンスに沿っ
て「２」を選択して
ください

13：30～14：30

R5.12.　8㈮
９：30～10：30

R5.12.1㈮17時までに
電話登録が必要です

13：30～14：30

２.「インボイス制度」登録要否相談会
開催日時 開催場所 定員 留意事項 お問い合わせ先

R5.11.10㈮ ①11：00～11：30
②15：00～15：30
③15：30～16：00
④16：00～16：30
⑤16：30～17：00

飯田税務署（２階会議室）
飯田市高羽町6－1－5
（飯田高羽合同庁舎内）

各20名

R5.11.2㈭17時までに
電話登録が必要です

飯田税務署
電話（代表）
0265－22－1165

音声ガイダンスに沿っ
て「２」を選択して
くださいR5.12.　8㈮ R5.12.1㈮17時までに

電話登録が必要です



○
令
和
５
年
度
天
龍
村
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
を
行
い
、
意
見
を
付

け
て
議
会
に
報
告
し
た
も
の
で

す
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
第
３
回
臨
時
会
は
、
８
月
18

日
㈮
に
開
会
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○「
令
和
５
年
度
　
天
龍
村
総

合
体
育
施
設
太
陽
光
発
電
設

備
整
備
工
事
　
天
龍
村
　
平

岡
　
天
龍
村
総
合
体
育
施

設
」
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
額
　
８
，０
８
５
万
円

契
約
の
相
手
方

　
リ
ッ
ク
ス
・
新
井
電
機
工
事

　
　
共
同
企
業
体
　

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
の
た
め
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
た
も
の
で
す
。

の
予
定
で
す
。

〇
天
龍
村
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ん

で
も
館
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
な
ん
で
も
館
常
設

展
示
室
の
整
備
に
よ
り
、
な
ん

で
も
館
２
階
に
あ
り
ま
し
た

「
文
化
財
資
料
展
示
室
」
に
つ

い
て
、
今
後
貸
出
使
用
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
名
称
と
使
用

料
の
削
除
を
行
う
な
ど
の
改
正

を
し
た
も
の
で
す
。

〇
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
向
方
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
村
道
舗
装
・
向
方
下
線
を
削

除
し
、
村
道
拡
幅
改
良
・
向
方

下
線
の
追
加
、
林
道
舗
装
・
虫

川
新
野
峠
線
及
び
林
道
改
良
・

向
方
中
河
内
線
に
か
か
る
事
業

費
の
変
更
を
し
た
も
の
で
す
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
道
４
１
８
号
福

島
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
運
行

路
線
に
変
更
が
生
じ
た
も
の
及

び
運
行
路
線
の
変
更
に
あ
わ
せ

て
早
木
戸
バ
ス
停
留
所
を
廃
止

し
た
も
の
で
す
。

（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）10月26日

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
専

決
第
９
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
専
決
第
10
号
）

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４

日
㈪
に
開
会
し
、
14
日
㈭
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
郷
土
美
術
館
設
置
及

び
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
な
ん
で
も
館
２
階

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
天
龍
村
郷
土
美
術
館
」
の
設

置
及
び
管
理
に
関
し
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
必
要
な

事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
天
龍
村
郷
土
美
術
館

は
、
11
月
中
旬
よ
り
プ
レ
オ
ー

プ
ン
の
期
間
を
設
け
、
正
式

オ
ー
プ
ン
は
12
月
１
日
㈮
か
ら

予
　
　
　算

決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
大
平
正
長
議
員

一
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備

計
画
と
運
営
方
法
に
つ
い
て

二
、
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業

の
進
捗
状
況
と
排
水
路
な
ど

の
改
修
に
つ
い
て

三
、
豪
雨
等
の
災
害
時
に
お
け

る
村
外
の
通
行
止
め
情
報
に

つ
い
て

四
、
児
童
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❸
回

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❸
回

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

村長あいさつ

報
　
　
　告

予
　
　
　算

決
　
　
　算

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
子
供
た
ち
の
本
や
デ
ジ
タ

ル
機
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て

二
、
各
避
難
所
の
物
資
な
ど
に

つ
い
て

三
、
ド
ラ
ゴ
ン
商
品
券
に
つ
い

て
○
兼
宗
　
真
議
員

一
、
農
林
水
産
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
二
、
旧
Ｊ
Ａ
製
茶
工
場
及
び
選

果
場
の
利
用
に
つ
い
て

三
、
中
井
侍
茶
の
担
い
手
対
策

に
つ
い
て

令和５年度　補　正　予　算
会　計　名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第２号）専決 27億997万円 5,810万円 27億6,807万円
村 営 水 道 （第２号）専決 7,941万円 205万円 8,146万円

令和５年度　補　正　予　算
会　計　名 補正前の額 補正額 計

一 般 （第３号） 27億6,807万円 4億5,115万円 32億1,922万円
村 営 水 道 （第３号） 8,146万円 436万円 8,582万円
村 営 下 水 道 事 業 （第１号） 7,582万円 255万円 7,837万円
介 護 保 険 （第１号） 2億2,960万円 7,161万円 3億121万円
国民健康保険診療所 （第２号） 5,882万円 203万円 6,085万円

令和５年10月１日から、複数税率に対応した消費税の仕入税額控除の方式として、「適格請求書等保存
方式」（インボイス制度）が開始されました。
飯田税務署では「インボイス制度」に関する知識などを深めていただくことを目的として、次の説明会
と相談会を開催します。
※法人、個人事業者の方で参加を希望される場合は、次の表をご覧の上、飯田税務署へお問い合わせください。
参加料は無料ですが、事前登録が必要となります。
なお、新型コロナウイルス感染症などの状況によっては開催を中止する場合がご
ざいます。あらかじめご了承ください。

消費税「インボイス制度」説明会・相談会の開催について

１.消費税の仕組みから知りたい方向けの説明会
開催日時 開催場所 定員 留意事項 お問い合わせ先

R5.11.10㈮
９：30～10：30

飯田税務署（２階会議室）
飯田市高羽町6－1－5
（飯田高羽合同庁舎内）

各20名

R5.11.2㈭17時までに
電話登録が必要です

飯田税務署
電話（代表）
0265－22－1165

音声ガイダンスに沿っ
て「２」を選択して
ください

13：30～14：30

R5.12.　8㈮
９：30～10：30

R5.12.1㈮17時までに
電話登録が必要です

13：30～14：30

２.「インボイス制度」登録要否相談会
開催日時 開催場所 定員 留意事項 お問い合わせ先

R5.11.10㈮ ①11：00～11：30
②15：00～15：30
③15：30～16：00
④16：00～16：30
⑤16：30～17：00

飯田税務署（２階会議室）
飯田市高羽町6－1－5
（飯田高羽合同庁舎内）

各20名

R5.11.2㈭17時までに
電話登録が必要です

飯田税務署
電話（代表）
0265－22－1165

音声ガイダンスに沿っ
て「２」を選択して
くださいR5.12.　8㈮ R5.12.1㈮17時までに

電話登録が必要です



　令和４年度の一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会において審議され、次のとおり認定さ
れました。一般会計では、歳入総額34億5,556万円、歳出総額33億2,703万円、差引収支1億
2,853万円となり、歳出は前年度より8.7%、2億6,729万円の増となりました。
（四捨五入により、グラフや表内の数値の合計が一致しない場合があります）

　村税（2億1,452万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前
年度に比べ4.1%、837万円の増となりました｡

　地方交付税（14億418万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受け
られるように、国に納められた税金を再配分して交
付されます。前年度に比べ2.2%、3,125万円の減
となりました。
　天龍村の収入でもっとも大きな比重を占めています。

　国・県支出金（6億311万円）
　国や県が交付する補助金や負担金などです｡前年度
に比べ5.1%､3,266万円の減となりました。

　繰入金（1億6,586万円）
①財政調整基金から1億1,000万円（財源不足のため）
②減債基金から3,750万円（村債の繰上償還）
③ふるさと寄附金基金から636万円（貸与型奨学金
「龍蛇山澤基金」の資金及びICTタブレット使用料など）
④森林環境整備基金から1,200万円（森林調査など
へ充当）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（7億9万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比
べ105.9%、3億6,011万円の増となりました。

（21）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）10月26日

今年度上半期の交流事業を紹介します今年度上半期の交流事業を紹介します

■自主財源　19.2%
　6億6,186万円
■依存財源　80.8%
　27億9,370万円

（単位：万円）

歳　出

1億3,104万円

9,573万円

5,762万円

2億9,330万円

2,880万円

4,632万円

歳　入

1億3,665万円

9,732万円

5,828万円

2億9,393万円

2,947万円

4,853万円

・総合体育施設建設工事 6億4,198万円
・小中併設校整備工事管理委託料
　（１期工事） 1,617万円
・小中併設校整備工事
　（１期工事） 3,245万円
・価格高騰緊急支援給付金
　（住民税非課税世帯） 1,340万円
・生活支援商品券発行事業 3,128万円
・村道峠山線既設集水井再ボーリング工事 1,932万円
・村道川合線拡幅改良工事 1,417万円
・林道小河内川線改良工事 628万円
・ICT支援員委託料 700万円
・灯油購入助成券事業 1,002万円
・地籍調査測量委託事業 770万円

令和４年度 主 要 事 業

特　別　会　計

歳　　入

村　債
70,009
20.3% 地方交付税

140,418
40.6%

村　税
21,452　6.2%

繰入金
16,586
4.8%

その他
8,632　2.5% 使用料及び手数料

4,773　1.4%

諸収入
2,572　0.8%

その他
20,804
6.0%

国・県支出金
60,311
17.4%

34億5,556万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所本件に関するお問い合わせ先　地域振興課　移住定住推進係　Tel.32-1023

　新型コロナウイルス感染症の影響により、中止やオンラインによる交流を余儀なくされておりましたが、
感染対策を講じながら交流事業を再開しています。学生らとの交流により、若い世代との交流や地域課題
の共有、地域活動を通じた村の活性化のため、引き続き事業を行います。村の皆さんの日常の活動が学生
や都市部の方の興味を引き出し、定期的な交流や担い手の確保など将来の村づくりに寄与するものとなり
ます。今後、学生らとの交流や地域活動への参加に興味がありましたら、ぜひお問い合わせください。また、
学生らに活動していただきたい内容などがありましたら、あわせてご相談ください。

国際基督教大学サービスラーニング （７/10～14）国際基督教大学サービスラーニング （７/10～14）

長野大学地域調査演習（５/16～17）長野大学地域調査演習（５/16～17） 静岡県立天竜高校（８/７～９）静岡県立天竜高校（８/７～９）

秘境大学料理教室…２回目を開催しました （９/10）秘境大学料理教室…２回目を開催しました （９/10）

　平成28年度から国際基督教大学サービスラーニングプログラムの受け入れを実施し、これまでに81
名の学生が天龍村を訪問されました。今年度は４年ぶりに海外からの学生の受け入れ、子どもたちと
の交流や、天龍村の歴史のインタビュー、五平餅づくりなどを体験していただきました。海外の学生
のほとんどが初来日で、天龍村の生活で感じたことのひとつに「ものがあふれる都会の便利さではなく、
心の豊かさがとても充実している。」と感じ、家族のように近い関係で接してくださったことに感謝し
ているとの感想をいただきました。

　村を大学に、地元で活躍する方を教授に見立てた交流事業を天龍村では「秘
境大学」の名称で実施しています。今年度は「郷土料理」をテーマに全５回
開催します。２回目の９月はていざなすを中心とした料理教室を開催しまし
た。今後の案内は回覧でお伝えします。

　学生らが坂部地区を訪問し、坂部の冬祭
りについてのインタビューや大森山諏訪社
の見学を行いました。平成30年度よりこれま
でに66名の学生が演習に参加しました。イン
タビューは記録としてまとめ、今後提供いた

だく予定です。こ
れまでまとめて
いただいたインタ
ビュー集は天龍村
図書館にて閲覧す
ることができます。

　浜松市天竜区を中心に地
域活動を行う同校の「天竜
ラボ」のみなさんが、同じ
天竜川流域にある村の取り
組みに着目していただき訪
問されました。小学生との

交流や、ていざなすの圃場
整備や、お茶畑の管理（草
刈り）、キャンプ場の整備
などを行いました。また、
向方地区の里山整備につい
て話しを伺いました。

受け入れ事業の一部

33億2,703万円
一般会計歳出総額は前年度より8.7％増

令和
4年度
決算



　生ごみ処理機は、熱や微生物により生ごみを分解し
ごみ量を減量させるだけでなく、家庭で有機肥料とし
てリサイクルすることができます。助成制度を利用し
て生ごみ処理機の効果を実感してみませんか。

◆対　象：天龍村に住所を有する方で、家庭用生ごみ
処理機を購入し、設置した方消費税を除い
て、30,000円以上の生ごみ処理機１世帯１基
まで。
※１度補助を受けた方でも、補助を受けてか
ら５年経過していれば、再度補助申請する
ことができます。

◆助成額：購入価格（消費税を除く）の２分の１の額
（上限は２万円、１千円未満は切り捨て）

◆申込方法：購入後１年以内に、領収書（購入日や販
売店名・商品名・金額・購入者名が記載さ
れたもの）、保証書（購入日・販売店名・
商品名の記載があるもの）と印鑑を持参し
て役場まで申請をしてください。

★詳しくは建設課環境水道係☎32-1022へお問い合わせ
ください。

（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（20）令和５年（2023年）10月26日

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た

前年差

783万円

2,679万円

1,246万円

3億4,815万円

△2,851万円

前年差

1億3,839万円

1,147万円

△3,182万円

2,319万円

939万円

△3億2,046万円

535万円

6億6,451万円

1,610万円

△2億5,193万円

決算額

4億3,274万円

4億508万円

3億3,252万円

9億1,633万円

1億6,269万円

決算額

7億9,649万円

3億8,288万円

1億391万円

1億8,095万円

1億6,239万円

2億2,155万円

4,663万円

8億5,223万円

2億4,069万円

3億412万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費など

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧事業費

公債費

前年比

1.8

7.1

3.9

61.3

△14.9

前年比

21.0

3.1

△23.4

14.7

6.1

△59.1

13.0

354.0

7.2

△45.3

維持補修費
4,077　1.2%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

33億2,703万円

人件費
43,274
13.0% 公債費

30,412
9.1%

積立金
41,994
12.6%

扶助費
7,215
2.2%

繰出金
16,269　4.9%

補助費等
33,252　10.0%

物件費
40,508
12.2%

災害復旧事業費
24,069　7.2%

普通建設事業費
91,633　27.6%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です。

消耗品や燃料代などの需要費、電話や郵便代などの役務費、備品購入
費、各種委託料です。（総合体育施設建設工事などの委託料に伴う増）
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体や個人に対する負担
金・補助金・交付金です。（灯油購入助成事業の拡充などに伴う増）
総合体育施設建設および道路改良やその他の工事費、国、県の
建設事業に対する負担金です。
一般会計から国保や水道・下水、介護保険、国保診療所などの特
別会計へ支出されるものです。

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です。（財政調
整基金や公共施設等総合管理基金などの積立による増）

福祉など住民生活のための経費です。

健康増進や疾病予防、環境保全に関する経費です。（新型コロナ
ウイルスワクチン集団接種の事業費による減）

農林業に関する経費です。

商工業や観光・温泉に関する経費です。

村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化施設の建
設完了などによる減）
村の防災・減災対策に関する経費です。（地域防災計画改訂業務
委託料などによる増）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（総合体育施設建
設による増）

道路や林業施設などの災害復旧に関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）………294万4,274円
※算出に用いた人口：1,130人（令和５年１月１日現在の住民基本台帳登載人口）

（単位：万円）

性　質　別

総務費
79,649
23.9%

民生費
38,288
11.5%

土木費 22,155 6.7%

教育費
85,223
25.6%

災害復旧費
24,069　7.2%

商工費
16,239　4.9%

消防費
4,663　1.4%

農林水産業費
18,095　5.4%

衛生費
10,391
3.1%

議会費
3,512　1.1%

その他
7　0.0%

公債費
30,412
9.2%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
80,901
24.3%

投資的
経　費
115,702
34.8%

その他
経　費
136,100
40.9%

令
和
６
年
度
か
ら
天
龍
村
の

公
立
小
中
学
校
に
留
学
を
希
望

さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
等
に

在
住
の
方
で
、
天
龍
村
の
自
然

環
境
や
交
流
・
体
験
を
希
望
す

る
親
子
や
、
天
龍
村
に
お
住
い

の
方
の
お
孫
さ
ん
で
村
の
小
中

学
校
に
留
学
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
と
し
た
親
子
留
学
（
天

龍
村
龍
の
子
留
学
）
制
度
で
す
。

今
年
度
よ
り
受
け
入
れ
を
は
じ

め
、
現
在
２
家
族
が
天
龍
村
に

留
学
し
て
い
ま
す
。

留
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
の
見
学
会
や
面
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
地
域
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
留
学
を
開
始
す
る

時
期
は
調
整
可
能
で
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
も
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

令
和
５
年
11
月
30
日
㈭
ま
で

（
令
和
６
年
４
月
入
学
の
場
合
）

お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32‒
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０
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令
和
６
年
度
　
天
龍

村
龍
の
子
留
学
（
親

子
留
学
・
孫
留
学
）
生

を
募
集
し
ま
す

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

猫
に
関
す
る
多
く
の
苦
情
や

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

猫
は
、
飼
い
主
の
心
が
け
一
つ

で
人
か
ら
愛
さ
れ
た
り
、
嫌
が

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
飼
い
主
の

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
ご
近
所

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
猫
の
習

性
や
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

飼
っ
て
い
る
猫
が
屋
外
へ
自

由
に
出
入
り
す
る
と
、
よ
そ
の

家
の
庭
を
踏
ん
で
汚
し
た
り
、

飼
い
主
の
い
な
い
子
猫
が
産
ま

れ
る
元
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
猫
は
本
来
広
い
範
囲
を

歩
く
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
外
の
様
子
が
見
え
る
部
屋

で
、
高
さ
が
あ
る
落
ち
着
け
る

場
所
を
作
っ
て
や
る
事
な
ど
に

よ
り
、
室
内
で
も
快
適
に
生
活

で
き
ま
す
。
ま
た
、
猫
を
飼
う

場
合
室
内
飼
い
が
原
則
で
す
。

屋
外
へ
自
由
に
行
き
来
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、必
ず
去
勢
・

不
妊
手
術
を
行

う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

生ごみ処理機の購入費の一部を助成します

　
８
月
19
日
㈯
に
阿
南
町
・
泰

阜
村
・
下
條
村
と
四
町
村
合
同

で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
あ
い
パ
ー

ク
や
す
お
か
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
「
畑
を
通
じ
て

じ
っ
く
り
知
り
合
え
る
」
イ
ベ

ン
ト
と
し
、
苗
植
え
や
収
穫
の

ほ
か
、
食
事
会
な
ど
を
通
じ
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン

の
収
穫
体
験
の
後
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
少
人
数
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
、お
互
い
の
距
離
が
近
く
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
婚
活
に
限
ら
ず
、
出
会
い
の

場
の
創
出
や
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
要

望
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。お問

い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32‒

１
０
２
３



（19）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）10月26日

　　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」が公布されたことで、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、
監査委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体の全ての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経費
の大きさなどを５つの指標（健全化判断比率等）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開示す
ることを目的としています。

（※１）　　市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公
営企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定めて早
期の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）　　一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担
比率350％以上

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す
指標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の世帯主の年間の総収入に対す
る割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の
総収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示
す指標です。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の４年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

0.9%

将来負担す
べき債務な
どはありま
せん

当村の４年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

～ 当村の財政健全化判断指標公表 ～

村
議
会
議
員
と
村
職
員

に
よ
る
草
刈
り
作
業
　

　
９
月
20
日
㈬
に「
敬
老
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
ど

お
り
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
県
内
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
医
療
警

報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
昨
年
同
様
に
規
模
を
大

幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
も

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
盛
大
な
敬
老
大
会

を
開
催
し
、
元
気
な
み
な
さ
ん

と
お
会
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

〜
み
な
さ
ん
、

　こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
〜

敬
老
大
会
開
催

　
な
お
、
今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
（
５
千
円
）

と
祝
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
本
年
度
百
歳
以
上
、
白
寿

（
99
歳
）
米
寿
（
88
歳
）
を
迎

え
る
み
な
さ
ん
へ
村
よ
り
祝
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

《
百
歳
以
上
》

岡
本

　
　
　柳
澤

　ケ
サ
子

長
野

　
　
　橘

　
　政
司

長
島
宇
連

　寺
平

　安
一

向
方

　
　
　佐
々
木
ま
す
の

大
河
内

　
　田
村

　千
代
子

特
養

　
　
　川
島

　チ
ヨ
シ

特
養

　
　
　伊
藤

　り
き

特
養

　
　
　武
田

　と
み
江

特
養

　
　
　奥
田

　ま
さ
よ

《
白

　寿
》

本
町

　
　
　西
澤

　甲
子

南
上

　
　
　波
田
野
亘

栄
町

　
　
　岡
本

　キ
ミ
子

《
米

　寿
》

清
水

　
　
　村
澤

　昭
司

西
原

　
　
　中
島

　い
さ
子

東
原
Ｂ

　
　秦

　
　智
惠
子

中
央

　
　
　金
田

　須
美

北

　
　
　
　花
田

　嘉
子

本
町

　
　
　松
下

　律
子

岡
本

　
　
　柳
澤

　久
恵

長
野
町

　
　山
崎

　澄
子

長
野

　
　
　中
谷

　文
子

南
上

　
　
　大
平

　兵
三

栄
町

　
　
　石
井

　確

鶯
巣

　
　
　北
澤

　と
よ
子

松
島

　
　
　村
澤

　誠

坂
部

　
　
　関

　
　京
子

戸
口

　
　
　村
松

　良
仁

向
方

　
　
　佐
々
木
き
み
子

向
方

　
　
　村
松

　洋

向
方

　
　
　村
松

　伸
吉

梨
畑

　
　
　村
松

　五
江

養
護

　
　
　江
崎

　義
明

特
養

　
　
　岡
田

　里
美

特
養

　
　
　鶯
巣

　啓
子

今
年
度
の

長
寿
祝
受
領
者
（
敬
称
略
）

〜
敬
老
祝
品
を
贈
呈
〜

↓出席者の集合写真

←100歳を迎えられた
　橘政司さん

　

 

敬 

老

　

 

敬 

老

松島ヘリポートの草刈り

　
７
月
27
日
㈭
に
、
村
議
会
議

員
と
村
職
員
が
協
力
し
て
、
松

島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
林
道
大
久
那

線
沿
い
な
ど
の
草
刈
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
猛
暑
を
避
け
、
朝
７

時
半
か
ら
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　９月30日㈯太平洋戦争中に中国から強制連行され、平岡ダム建
設のため労働を強いられ亡くなった中国人を慰霊する、「在日中
国人殉難烈士慰霊法要」が開催されました。
　法要では、中国大使館の聶佳（じょうか）参事官や県・県議会、
飯田下伊那地域の市町村関係者など約100人が参列し、追悼の言
葉をささげたほか、天龍中学校の生徒等が慰霊碑への献花を行い、
世界平和と日中友好を誓いました。

在日中国人殉難烈士慰霊法要が
開催されました



睡
眠
ホ
ル
モ
ン
の
原
料
で
す
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
、
ひ
と
の
睡
眠

リ
ズ
ム
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
を
調

整
し
て
い
る
為
、
不
足
す
る
と

体
調
不
良
を
起
こ
し
ま
す
。

季
節
性
う
つ
の
対
処
法

①
規
則
正
し
い
食
事
で
良
質
な

タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る

　
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
・
乳
製

品
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
生
成
に
必
要
な
必
須
ア
ミ

ノ
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
軽
い
運
動
を
習
慣
化
す
る

　
運
動
す
る
と
、
気
持
ち
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
ド
ー
パ
ミ

ン
」
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
ド
ー

パ
ミ
ン
は
気
分
の
落
ち
込
み
や

イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
症
状
を
緩
和

し
て
く
れ
ま
す
。
朝
起
き
た
ら
、

カ
ー
テ
ン
を
開
き
、
日
光
を
浴

び
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る

の
が
お
勧
め
で
す
。

③
自
分
の
感
情
を
話
せ
る
人
を

見
つ
け
る

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
と
、

気
持
ち
が
増
々
沈
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
誰
か

に
話
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。「
こ

こ
ろ
の
相
談
」
な
ど
、
公
的
な

相
談
窓
口
も
利
用
で
き
ま
す
。

④
自
宅
の
照
明
を
明
る
く

　
季
節
性
う
つ
の
改
善
に
は
、

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
朝
晩
の

空
気
が
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
発
症
が
増
え

る
「
季
節
性
う
つ
」
の
状
態
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
気
分
が
落
ち
込
む

◇
ぐ
っ
た
り
と
し
て
疲
れ
や
す

く
、
身
体
を
動
か
す
の
が
面

倒
◇
今
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
こ
と

が
楽
し
め
な
い

◇
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
、
集
中

力
が
明
ら
か
に
落
ち
て
い
る

◇
睡
眠
時
間
が
長
く
朝
起
き
ら

れ
な
い
、
ま
た
は
眠
れ
な
い

◇
食
欲
が
な
く
な
っ
た

◇
食
欲
を
抑
え
ら
れ
ず
、
炭
水

化
物
を
中
心
に
食
べ
過
ぎ
る

　
「
季
節
性
う
つ
」
の
発
症
は

脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
「
セ
ロ

ト
ニ
ン
」
の
生
成
不
足
が
一
因

と
い
わ
れ
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン･

メ
ラ
ト
ニ
ン

　
日
中
、
ひ
と
が
太
陽
光
を
浴

び
る
と
体
内
で「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」

が
作
ら
れ
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
、「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
と
い
う

自
然
光
に
多
く
当
た
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
秋
冬
の
時
季
は
日

照
時
間
が
短
い
の
で
、
可
能
な

限
り
、
部
屋
の
照
明
を
明
る
く

し
て
、
体
内
リ
ズ
ム
を
調
整
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
こ
こ
ろ
の
不
調
が
続
く
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
に
行

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
精
神

科
や
心
療
内
科
な
ど
の
専
門

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
悩
み
電
話
相
談

①
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

☎
０
２
６-

２
６
６-

０
２
８
０

②
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６

③
長
野
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
６
３-

８
８-

８
７
７
６

④
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０-

２
７
９-

３
３
８

⑤
24
時
間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル
（
学
校
生
活
相
談
）

☎
０
１
２
０-

０-

７
８
３
１
０

⑥
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０-

９
９-

７
７
７
７

（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（18）令和５年（2023年）10月26日

　令和４年度に譲与された森林環境譲与税は、森林経営管理制度の森林調査や村有林整備事業などに全額
を活用しました。

（歳入） 森林環境譲与税21,636千円　　　　　　　　　　　
（歳出） 森林環境譲与税を充てている経費の合計35,972千円

　平成26年４月１日より消費税率が８％、令和元年10月１日から10％へ引き上げによる、地方消費税交付
金（社会保障財源分）が交付されており、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。

（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）の総額17,093円　　　　　　　　　　
（歳出）地方消費税交付金を充てている社会保障施策に要する経費の合計455,828千円

　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し入湯客に課税される地方税で、観光振興の事業に充てられています。
（歳入）入湯税の総額3,905千円
（歳出）観光費15,664千円　　　

令和４年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況令和４年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

令和４年度一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況令和４年度一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況

令和４年度一般会計の入湯税の充当状況令和４年度一般会計の入湯税の充当状況

項　目 令和４年度決算額 決算額のうち、森林環境譲与税
森林経営管理制度推進事業 11,803 7,080
村 有 林 整 備 事 業 6,448 4,500
羽 衣 崎 景 観 伐 採 事 業 12,104 7,256
役 場 庁 舎 木 質 化 事 業 2,779 1,600
薪 ス ト ー ブ 設 置 事 業 2,838 1,200

合　計 35,972 21,636

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

事業名 令和４年度決算額 決算額のうち、地方消費税交付金（社会保障財源化分）

社会福祉
社会福祉事業 331,154 2,600
老人福祉事業 71,176 12,273
児童福祉事業 51,730 800

保健衛生 疾病予防事業 1,768 1,420
合　計 455,828 17,093

区　分 事業名 令和４年度決算額 決算額のうち、入湯税

観光施設の整備 観　　　　　　光　　　　　　施　　　　　　設　　　　　　修　　　　　　繕 3,534 1,005
観　　　　　　光　　　　　　施　　　　　　設　　　　　　改　　　　　　修 10,380 1,500

観　光　振　興 天　　龍　　村　　観　　光　　協　　会　　補　　助　　金 1,250 1,000
おきよめ観光協議会補助金 500 400

合　計 15,664 3,905

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

こ
こ
ろ
の
不
調
を

　
　
　

　感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
以
前
よ
り
村
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
阿
南
方
面
へ
の
バ
ス

の
直
通
便
を
望
む
声
を
多
く

い
た
だ
く
中
で
、
村
で
は
バ

ス
の
運
行
に
よ
る
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め「
仮
称
村
営

バ
ス
阿
南
線
」の
実
証
実
験

運
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
証
実
験
運
行
の

効
果
と
課
題
を
整
理
し
、
今

後
、
天
龍
村
地
域
公
共
交
通

会
議
に
お
い
て
協
議
・
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
運
行
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
運
行
期
間

　
５
月
８
日
㈪
〜
７
月
31
日
㈪

●
運
行
日
数
60
日
間
（
平
日

の
み

）

●
利
用
者
総
数
　
346
人

※

利
用
者
総
数
346
人
中
、
一

般
利
用
者
61
名
、
高
校
生

285
名

行
き…

平
岡
駅
７
時
35
分
発

323
人

帰
り…

①
阿
南
病
院
11
時
40

分
発
　
21
人

帰
り…

②
阿
南
病
院
16
時
20

分
発
　
２
人

●
一
日
あ
た
り
の
利
用
者
数

5.8
人

仮
称
村
営
バ
ス
阿
南
線

の
実
証
実
験
運
行
結
果

天龍村国民健康保険診療所の診療体制について、令和５年10月１日から下記のとおり一部を変更しました。

1　変更内容
⑴　火曜日の担当医師を「具栄作医師」から「水谷喜雄医師」へ変更
⑵　診療時間等の一部変更

2　診療科目
内科、外科

3　診療日・診療時間（太字と下線が変更箇所です）

※受付時間は診療終了時刻の30分前までとなります。担当医師不在時でも、その日に勤務する医師の診察を受けられます。

天龍村国民健康保険診療所：電話31‒0950

令和５年10月からの天龍村国民健康保険診療所の診療体制一部変更について令和５年10月からの天龍村国民健康保険診療所の診療体制一部変更について

曜　日 午　前 午　後 担当医師 備　考
日 8：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 水谷喜雄 原則第 1，3日曜日
月 8：30 ～ 12：30 15：00 ～ 19：00 水谷喜雄 夕診 19：00 まで診療
火 8：30 ～ 12：30 予約・往診 水谷喜雄
水 予約診療 予約・往診 具　栄作
木 8：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 具　栄作
金 8：30 ～ 12：30 休　診　 具　栄作
土 休　診 休　診

　
９
月
３
日
㈰
に
、
地
震
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
感
染
症
に
配
慮
し
た
想
定

で
の
訓
練
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
、
通
常
時
の
地

震
災
害
を
想
定
し
、
救
命
救
護

訓
練
や
避
難
所
運
営
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
283
名
の
村
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

消
防
団
員
・
日
赤
奉
仕
団
員
と

と
も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
や

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て

な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
村
で
は
村
の
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
災
害
に
対
応
で
き
る
計
画

と
な
る
よ
う
更
新
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
が
、
災
害
に
対
し
て

は
、
私
た
ち
の
日
頃
か
ら
の
備

え
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
今
回
の
訓

練
を
き
っ
か

け
に
各
家
庭
、

各
地
域
で
よ

り
一
層
防
災

意
識
を
高
め

て
い
き
ま
し

ょ
う
。

防
災
意
識
を
高
め
る

〜
地
震
総
合
防
災
訓
練
〜



　
任
期
満
了
に
よ
り
、
天
龍
村

農
業
委
員
に
11
名
の
方
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
７
月
20
日

か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　
７
月
21
日
㈮
に
は
改
選
後
１

回
目
の
総
会
を
開
催
し
会
長
に

は
２
期
目
の
宮
澤
盛
孝
さ
ん

（
中
井
侍
）、
職
務
代
理
に
は
３

期
目
の
佐
々
木
裕
子
さ
ん
（
戸

口
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
任
と
し
て
熊
谷
長

治
さ
ん
（
下
山
）、
村
松
美
雪

さ
ん
（
向
方
）
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
任
命
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ

ん
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（17）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）10月26日

◎人件費の状況（令和４年度一般会計の決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

（注）長野県、国と比較するため令和４年４月１日の内容です
（令和４年度地方公務員給与実態調査より）

◎一般行政職の級別職員数等の状況 （令和５年4月1日現在）（令和５年度地方公務員給与実態調査より）

◎職員手当の状況 （令和４年度支給割合）
天龍村（県・国と同じ）

６月期

12月期

計

期末月分

1.2

1.2

2.40

自己都合

19.669500

28.039500

39.757500

47.709000

勧奨･定年

24.586875

33.270750

47.709000

47.709000

その他加算措置：定年前早期退職
特例措置（２％～ 20％加算）

◎特別職の報酬などの状況（令和４年度支給割合）

給与、報酬月額（円） 期末手当（月分）

６月期
12月期
計

６月期
12月期
計

◎職員の勤務時間その他勤務条件
職員の勤務時間と休日

◎年次有給休暇の状況（一般職）（令和４年1月1日～令和４年12月31日）

休暇の種別
年次有給休暇（有給）

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

◎休暇など

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、派遣職員を除く。

勤勉月分

0.95

1.05

2.00

◎定員の状況［部門別職員数］（各年５月１日現在）
区分 職員数（人）

部門

一　般

特　別

公　営

令和４年
1
13
1
5
3
3
6
1
33
4
4
1
1
4
6
43
1

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

令和５年
1
12
1
5
3
3
7
1
33
4
4
1
1
5
7
44
1

前年比
0

△ 1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0

合　　　計
上記のうち派遣職員数

（地方公共団体定員管理調査より）

住民基本台帳
人口（年度末）

人
1,116

歳出額
Ａ
千円

3,327,031

人件費
Ｂ
千円
432,735

人件費率
B/A
％
13.0

区　分
天龍村
長野県
国

平均年齢
40.7
45.1
42.7

平均給料月額
284,900 
330,600 
323,711 

平均給与月額
309,700 
391,555 
405,049 

◎職員の初任給の状況
区　分
一　般
行政職

学　歴
大学卒
高校卒

天龍村（県・国と同じ）
185,200 円
15４,600 円

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１　級
主事補
主　事
11人
25.6%

２　級

主　任

10人
23.2%

３　級
主　査
係　長
10人
23.2%

４　級

課長補佐

4人
9.3%

５　級

課　長

6人
14.0%

６　級

2人
4.7%

計

43人
100%

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

◎長野県市町村職員互助会
（令和4年度支出の状況）
会員数46人

区　分
職員掛金（個人負担分）
負　担　金（公費負担金）

支 出 金
457 千円
377 千円

説　　明
年２０日間、繰り越しは最大で２０日間
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関
の事故など特別な理由で勤務しないこ
とが相当と認められる期間

父母、子、配偶者の父母などが負傷、
病気のときや老齢で日常生活に支障が
ある人を介護するとき、連続する6月の
期間内において必要と認められる期間

負傷または病気で、勤務しないことが認
められる期間

職員団体の業務に従事するため、勤務し
ないことが相当であると認められる期間

総付与
日　数
1,625

総使用
日　数
488

全期間対象
職　員　数

41

１人当たり
平均使用日数

11.9

１週間の
勤務時間

38時間45分

始業

8：30

終業

17：15

休憩時間
12：00 ～
　13：00

週休日

土・日曜日

勤務時間の割り振り

区　分

期　末　・
勤勉手当

退職手当

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度

1.675
1.675
3.35
1.675
1.675
3.35

237,000
163,000
144,000

600,000
520,000
460,000

村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

◎職員給与費の状況（令和５年度一般会計の当初予算）

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．職員数、給与費は当初予算の数値です。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

職員数

42
給　料
144,009

職員手当
95,948

計
239,957

一人当たり
（千円）
5,713

給与費（千円）

■
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

○
資
格

推
薦…

男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
17
歳
未
満
の
成
績

優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動

な
ど
に
顕
著
な
実
績
を

修
め
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
者

一
般…

男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
17
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

推
薦…

10
月
１
日
㈰
〜

　
　
　
12
月
１
日
㈮

一
般…

10
月
１
日
㈰
〜

令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

○
１
次
試
験

推
薦…

令
和
６
年

１
月
６
日
㈯
〜
８
日
㈪

の
う
ち
１
日

一
般…

令
和
６
年

１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

の
う
ち
１
日

○
合
格
発
表

推
薦…

令
和
６
年

１
月
18
日
㈭

一
般…

令
和
６
年

２
月
８
日
㈭

○
採
用
時
期

　
推
薦
、
一
般
と
も
令
和
６

年
４
月
上
旬

※
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

HP
　
防
衛
省
　
自
衛
官
募
集
　

検
索

HP
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本

部
　
検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

飯
田
出
張
所

☎
０
２
６
５（
22
）２
６
１
３

農
業
委
員
が

　
選
任
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
度
　
自
衛
隊
員
採
用
案
内

　
法
務
局
に
自
筆
証
書
遺
言
書

の
保
管
を
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
宅
で
遺
言
書
を
保
管
す

る
場
合
の
紛
失
や
改
ざ
ん
、
遺

言
者
の
死
亡
後
に
遺
言
書
が
家

族
に
発
見
さ
れ
な
い
な
ど
の
恐

れ
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、
家

庭
裁
判
所
で
の
検
認
手
続
が
不

要
の
た
め
、
速
や
か
に
相
続
手

続
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
義
務
と
な
り
ま
す
。
ご
自
身

の
財
産
を
ご
家
族
に
確
実
に
託

す
た
め
に
、
自
分
で
書
い
た
遺

言
書
を
法
務
局
に
保
管
し
ま
せ

ん
か
。

※

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら⬅

自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
法
務
省

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/m

inji03_00051.htm
l

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

（
飯
田
市
大
久
保
町

２
６
３
７‒

３
）

☎
０
２
６
５‒

22‒

０
０
１
４



（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（16）令和５年（2023年）10月26日

G72ボックスの贈呈を受けた
永嶺村長ほか下伊那南部町村長

阿部知事と対話をする発言者のみなさん

　
村
は
令
和
２
年
７
月
28
日
に
、

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72
災
害
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
さ
れ
て
お

ら
れ
る
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72
株
式

会
社
（
㈱
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・

エ
イ
ド
・
セ
オ
リ
ー
）
有
馬
朱

美
代
表
取
締
役
と
、
災
害
発
生

時
に
一
人
が
72
時
間
過
す
上
で

必
要
な
食
品
や
衣
料
な
ど
を
ダ

ン
ボ
ー
ル
一
箱
に
収
め
た
備
蓄

品
「
Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
」
を
事
前

に
避
難
所
な
ど
へ
保
管
し
、
災

害
が
発
生
し
た
際
に
被
災
さ
れ

た
方
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
災
害
時
に
お
け

る
物
資
の
保
管
な
ど
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
は
、
天
龍
村
ほ
か
、

阿
南
町
、
下
條
村
、
売
木
村
、

泰
阜
村
で
も
締
結
し
て
お
り
、

一
部
の
自
治
体
が
被
災
し
た
場

合
に
近
隣
自
治
体
が
物
資
を
提

供
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
は
、
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
72
㈱
に
て
賛
同
企
業

下
伊
那
南
部
５
町
村
に
災
害
支
援
物
資
「
Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
」
155
箱
贈
呈

下
伊
那
南
部
５
町
村
に
災
害
支
援
物
資
「
Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
」
155
箱
贈
呈

天
龍
村
で「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」開
催

天
龍
村
で「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」開
催

を
募
っ
て
ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
い

た
だ
き
、
自
治
体
へ
寄
付
を
い

た
だ
く
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

９
月
26
日
㈫
に
売
木
村
文
化
セ

ン
タ
ー
ぶ
な
の
木
に
お
い
て
、

立
花
容
器
㈱
様
（
岡
山
県
）
と
、

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ 

by 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
㈱
様

（
東
京
都
）
か
ら
天
龍
村
へ
の

30
箱
を
含
め
て
下
伊
那
南
部
５

町
村
に
対
し
て
155
箱
を
贈
呈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
が
自
治
体
ご

と
に
配
備
さ
れ
る
数
は
、
自
治

　「
対
話
と
共
創
」
の
県
政
を

推
進
す
る
た
め
、
知
事
が
県
内

全
て
の
市
町
村
を
訪
問
し
、
市

長
村
長
や
県
民
の
み
な
さ
ん
と

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
語
り
合
う

「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」が
、

10
月
12
日
㈭
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
龍
村
の
高
齢
化
率
は
62
・

３
％
（
令
和
５
年
４
月
現
在
）

と
県
内
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
先
行

し
て
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
悲
観
す
る
こ
と
な
く
、

健
康
で
元
気
に
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
村
と
な
る
よ
う
、
対
話
の

テ
ー
マ
を
「
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
モ
デ
ル
自
治
体
に
な
る
た

め
に
」
と
し
て
、
当
日
は
40
人

を
超
え
る
み
な
さ
ん
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
知
事
と
の
対
話
は
、
は
じ
め

に
５
名
の
方
か
ら
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
お
考
え
を
ご
発
言
い
た

だ
い
た
後
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
活
発
な
ご
発
言

を
賜
り
ま
し
た
。

　
阿
部
知
事
か
ら
は
「
天
龍
村

の
60
％
を
超
え
る
高
齢
化
率
は
、

他
の
地
域
か
ら
見
る
と
大
変
な

村
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
村

民
の
み
な
さ
ん
と
対
話
を
し
て

夢
や
希
望
が
沢
山
あ
る
村
だ
と

感
じ
た
。
天
龍
村
の
み
な
さ
ん

が
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
県
も
応
援
を
し

て
い
き
た
い
。」
と
し
て
会
を

締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」

の
開
催
は
、
天
龍
村
が
県
内
77

市
町
村
の
内
の
76
番
目
で
、
長

野
市
で
の
対
話
を
終
え
る
と
県

内
全
市
町
村
を
一
巡
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ご
発
言
並
び
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
知
事
と
の
対
話
の
ご
発
言
内

容
（
発
言
順
）

①
山
﨑
英
琢
さ
ん
（
東
原
Ａ
区
）

・
福
祉
事
業
に
お
け
る
県
民
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て

②
宮
澤
く
る
み
さ
ん
（
中
央
区
）

・
ご
高
齢
者
の
方
々
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て

・
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

必
要
性
に
つ
い
て

③
村
澤
雄
大
さ
ん
（
福
島
区
）

・
多
世
代
交
流
が
行
わ
れ
る
よ

う
な
場
所
や
仕
組
、
参
考
事

例
に
つ
い
て

・
知
事
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の

長
野
県
の
学
校
教
育
で
重
視

し
て
い
る
点
や
理
想
に
つ
い

て
④
金
田
正
さ
ん
（
松
島
区
）

・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
㈲
天

龍
農
林
業
公
社
の
事
業
の
推

進
に
つ
い
て

⑤
前
田
美
沙
さ
ん
（
長
野
区
）

・
長
野
県
茶
産
地
の
過
渡
期
に

つ
い
て

・
沖
縄
と
長
野
の
連
携
、
交
流

に
つ
い
て

体
人
口
の
約
１
割
を
目
標
に
、

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72
㈱
の
有
馬
朱

美
代
表
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

贈
呈
式
に
お
い
て
、
下
伊
那
南

部
５
町
村
が
広
域
で
災
害
時
に

備
え
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る

と
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
自

治
体
間
の
共
助
の
姿
勢
が
必
要

に
な
る
中
、
多
く
の
備
蓄
品
を

贈
呈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
５
年
10
月
現
在
）

Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
の
天
龍
村
備

蓄
数
　
計
40
箱

・
令
和
４
年
６
月
28
日

（
一
社
）
全
日
本
冠
婚
葬

祭
互
助
協
会
様
よ
り
10
箱

・
令
和
５
年
９
月
26
日

立
花
容
器
㈱
様
及
び
Ｇ
Ｒ

Ｏ
Ｗ 

by 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
㈱
様

よ
り
30
箱

村では、６月26日から７月23日までの間、村内12会場で「地区懇談会」を開催しました。多くの村民のみ
なさんにご参加いただき、村政全般に関して活発な意見交換をさせていただくことができました。
本年度の地区懇談会は、村が運営しています「ケーブルテレビの民間サービスへの移行案」を中心にご説明
させていただきました。（詳しい内容は、先にお配りしました「地区懇談会資料」をご覧ください。）
各会場で寄せられました貴重なご意見などは、今後の村づくりに反映させていただきたいと思います。
以下、主なご意見、ご要望の一部を紹介させていただきます。なお、各会場での詳しい懇談内容については、
総務課総務情報係へお問い合わせください。

Q　村のケーブルテレビ放送設備の老朽化に対応するため、現在のテレビ放送を㈱飯田ケーブルテレビが運営す
る「光キャストビジョン」へ移行することを決めたとの説明がされたが、放送設備の更新時期がわかっていた
のにも関わらず村民の意見を聞かずに移行を決めた理由を教えてもらいたい。

  【原集会施設：30代男性、松島集会施設：60代男性、老人福祉センター：60代男性】
A　現在のケーブルテレビ放送は、天龍村、阿南町、平谷村、根羽村、売木村、泰阜村の６町村が共同で電波を
管理して地上波放送と自主放送を各ご家庭にお届けしていますが、設備に要する部品が製造中止となっている
ものもあることから、現在の設備を修理し維持していくことが非常に困難な状況となっています。　
こうした状況の中、早期に既存の設備などを新たに整備しなければならなくなりましたので、今までどおり
他町村と共同して地上波放送を続けるのか、民間の専門事業者に移行して新しい視聴方法に変更するのかの結
論を出さなければならなくなりました。
どちらの視聴方法を選択するにしてもメリット、デメリットがあり、村民のみなさんのご負担やご理解など
も当然お願いをしなければなりません。そこで、村としては将来の村の人口や財政、情報技術の進展などを見
据えながら将来世代に禍根を残さない判断をしなければならないと考え、議員のみなさんにも相談をさせてい
ただきながら検討を進めてきました。
検討段階で、㈱飯田ケーブルテレビが㈱NTT東日本の光通信回線を利用してケーブルテレビ放送を配信す
る光キャストビジョンへの移行を検討してきましたが、村内の一部において光通信回線の未開通地域や光キャ
ストビジョンを配信できない地域が発生したことから、この時点では光キャストビジョンへの移行は断念する
しかないと考えていました。
一方、令和４年10月に売木村と平谷村が、先行して現状のケーブルテレビ設備を更新（他町村との共同配
信を継続することを選択）していくことを決めたことにより、国へ整備費用の補助を受けるための申請をする
都合上、天龍村がこの共同配信に加わるか否かの判断を令和４年12月までに求められました。
前述のようにこの時点では他町村との共同配信に加わることで検討もしていましたが、令和４年11月に入っ
て㈱飯田ケーブルテレビより、既存の村のケーブルテレビ設備を利用して独自に整備をすることにより、光キャ
ストビジョンの配信が可能となるとの提案があったため、再度どちらの視聴方法とするのかを選択しなければ
ならなくなりました。しかし、結論を出す期間が１カ月余りと非常に短い期間となったため、本来であれば、

令和5年度
地区懇談会を開催しました!



（15）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）10月26日

村民のみなさんのご意見などをお伺いした上で結論をだすべきところでありましたが、やむを得ず議員のみな
さんと協議をさせていただく中で、将来のことも考えて光キャストビジョンへの移行を決めさせていただいた
ところです。ご理解をお願いいたします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村が運営しているケーブルテレビを㈱飯田ケーブルテレビの「光キャストビジョン」に移行することを決め
た最も大きな理由を聞きたい。 【原集会施設：20代男性】

A　　人口減少時代にあって、将来的に村の財政が厳しくなることが見込まれることや次代を担う若い世代のみ
なさんがテレビよりインターネットを多く活用している現状があること、村職員に最新の情報技術に長けた者
がいないことや育成が困難なことなどから、村が他町村と共同してケーブルテレビを運営していくよりも、民
間の専門事業者に任せた方がより良い選択だと判断をしたためです。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　阿南町、平谷村、根羽村、売木村が現在のケーブルテレビの設備を整備し
て共同配信を継続していくことになった理由を聞きたい。

 【松島集会施設：80代男性、原集会施設：60代男性、老人福祉センター：
60代男性、坂部活性化施設：50代男性】

A　平谷村につきましては、光キャストビジョンへ移行することによって、過
去から生活情報の一部となっている中京圏の番組が視聴できなくなってし
まうことから、他町村との共同配信の継続を決めたと聞いていますが、そ
の他の町村につきましては明確な考えは聞いておりません。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」への移行については、今回の説明だけではわからないことが多いので、あらためて説
明の場を設けてもらいたい。 【原集会施設：20代男性・70代男性、中井侍集会施設：80代男性】

A　各地区懇談会の会場においても、「今回の説明のみではわからないことが多い」、「改修費用や毎月の視聴料金
の一部が村から助成されたとしても心配なので随時周知をしてもらいたい」などのご意見をいただきました。
また、議員のみなさんからも移行にあたっては丁寧な説明に心掛けることのご意見をいただいていますので、
今後は、光キャストビジョンを運営する㈱飯田ケーブルテレビにも同席いただく中で、あらためて説明会を開
催させていただくことを計画していますし、ご要望があれば個人のお宅に訪問してご説明することも考えてい
ます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」へ移行することにより、ケーブテレビの視聴料金の増額や中京圏の番組が視聴できな
くなってしまうことから、村が設定する基準日に村のケーブルテレビに加入している世帯に対して、基準日か
ら10年後までの期間、激変緩和措置として村からの助成を予定しているとのことであるが、以降においても
助成の継続をしてもらいたい。

  【戸口集会施設：80代男性、原集会施設：30代男性、松島集会施設：60代男性】
A　10年後においては人口構造や物価などの情勢も変わってくることも考えられますので、村からの助成金の継
続に関する要望が多くある場合につきましては、助成期間の延長や助成額の見直しなどにつきましても柔軟な
対応をしていく必要があると考えています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

松島集会施設（老人福祉センター）

ていますが、当初の協定では金額を定めず双方が必要とされたときに指定管理料の変更を認める内容としてい
ます。村としましても、満島屋は大切な店舗ですので、㈱ナピカランドにおいて赤字経営となった原因をしっ
かりと内部検討いただき、次年度の改善計画を提出してもらった上で、指定管理料の支払いを行いたいと考え
ています。また、村民のみなさんからのご意見も伝えながら、今後もしっかりと話し合いを行い、継続できる
ようできる限りの支援行っていきたいと思います。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　大河内池大神社例祭が、１月５日から６日にかけて行われているが、ここ数年、学校の３学期の始業式が１
月６日になっていることから、子供たちが最後まで祭りに参加できない状況になっている。祭りへの参加人数
が少なくなる中、子供たちに祭りを継承してもらうことを期待しているので、始業式を１日後に変更してもら
うことはできないか。　　　　　　　　【大河内多目的集会施設：70代男性】

A　学校には年間登校日数の目安があり、始業式を１日遅らせてしまいますと
授業が１日少なくなってしまいますので、その可否につきましては即答で
きませんが、地域の事情を考慮して３学期の始業式の日を決めることは検
討できると思いますので、学校へ伝えさせていただきます。しかし、中学
３年生の進路日程の関係で始業式の日が変更できない場合は、お祭りと重
なってしまう可能性もありますのでご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　５月に役場の窓口で転入届を提出した際に、マイナンバーカードを１日預からしてもらいたいと言われた。
転入前の役所では15分程度で手続きが完了したにも関わらず天龍村の対応は遅いと思う。さらに個人情報が
記載されたカードを役場の職員が預かることはいかがなものかと思った。また、保険証を受取る際に使用でき
る医療機関のことを聞いたところ、保険証を登録するためには県への届出が必要とのことから、マイナンバー
カードを所有しているのにも関わらず住所・氏名・電話番号を書かされた。 【鶯巣活性化施設：60代女性】

A　５月に来庁された際の手続きの内容は、転入のお手続きでしたが、天龍村
には住民情報が無く、国民健康保険証の手続きもありましたので、詳しい
ことをお聞きする必要がございました。転入のお手続きからマイナンバーカー
ドの変更までの事務を行うためには、どうしても時間を要してしまいます
ので、マイナンバーカードを預からせていただくお話をさせていただきま
したが、説明が不足している点があり申し訳ございませんでした。今後は、
お客様にご理解をいただけるような丁寧な対応に心掛けていきたいと思い
ます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村ではマイナンバーカードの普及を推進しており、申請手続きやポイントの受取り方などがわからない場合は、
気軽に相談をしてほしいとのことであったので、口座登録に関して役場の窓口へ相談に行ったところ、担当職
員から「口座登録は一つのマイナンバーに対して一つの口座です。」と当たり前の様な口調で言われた。この
職員の対応に対して不信感を持ったので、丁寧な対応に心掛けてもらいたい。

【原集会施設：30代男性】
A　不快な想いをさせてしまい申し訳ございませんでした。あらためてお客様
へのご対応などについては、丁寧な対応に努めていきたいと思います。

大河内多目的集会施設

鶯巣活性化施設

原集会施設



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（14）令和５年（2023年）10月26日

Q　「光キャストビジョン」へ移行した場合は、BS衛星放送も視聴できる様になってしまうとの説明がされたが、
BS衛星放送の視聴を希望されない方にとっては受信料が増えてしまうが、村からの助成は考えているのか。 
 【原集会施設：70代男性、松島集会施設：60代男性】

A　光キャストビジョンの地上波放送とBS衛星放送はセットになっており、個別による申込みを行うことはでき
ないことを聞いています。このため、BS衛星放送の視聴を希望されない場合でも毎月の受信料が必要になっ
てしまいますが、これに関して村からの助成は考えておりませんのでご理解をお願いします。なお、㈱飯田ケー
ブルテレビにおいて受信料の団体割引サービスがあることを聞いていますので、お申込みの際にご説明をさせ
ていただきたいと思います。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　令和９年３月末までは、現在の村のケーブルテレビが視聴できるということか。
  【大久那集会施設：50代男性、鶯巣活性化施設：70代女性】
A　現時点では、令和９年３月末まで、現在の村のケーブルテレビ放送を予定していますが、現在のケーブルテ
レビを配信するための設備は他の町村と共同で設置したものですので、当村を含めて他の町村が新たな設備な
どへの移行完了後は既存の設備は廃止されることになるため、視聴できる
期間は前後する場合があります。村では、全ての地域で光キャストビジョ
ンが視聴できる状態になった時点で基準日を設けて、１年間程度をかけて
光キャストビジョンへ移行していただくための申込み手続きを各世帯へお
願いしていきたいと考えています。なお、申込み期限以降は現在の村のケー
ブルテレビは廃止する計画をしています。また、光キャストビジョンへの
申込み開始時期などにつきましては、決まり次第お知らせします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」には、必ず加入しなければならないのか。
  【原集会施設：40代男性、鶯巣活性化施設：50代男性、大河内多目的集会施設：80代男性】
A　光キャストビジョンへの加入は自由ですので、希望されない場合は加入をしていただく必要はありませんが、
村が指定する基準日以降にお申込みをされた場合は、村からの助成はできません。また、村の情報を文字や動
画でお知らせをしています自主放送も視聴できなくなってしまいます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」へ移行することによって固定電話が光電話になるとのことであるが、現在の電話機は
続けて使用できるのか。また、現在、固定電話を使用していないが加入をしなければならないか。

 【戸口集会施設：60代女性・80代女性、向方老人憩いの家：70代男性、松島集会施設：60代男性・80代女性、
中井侍集会施設：70代男性、坂部活性化施設：50代男性】

A　現在お使いの電話機は光電話に対応した機種がほとんどであることを聞いていますが、機種によってはご利
用ができない場合もある様ですので、工事を行う際に事業者にご確認をいただきたいと思います。なお、現在
の電話を光電話に切り替える場合は、電話番号をそのままの番号で移行するための工事費などが必要になりま
すが、それら費用につきましてはご加入者のみなさんにご負担を賜りたいと考えておりますので、ご理解をお
願いいたします。また、インターネットに加入されず光キャストビジョンを利用される方につきましては、光
電話付きの光回線を使ってテレビ放送が配信されるため、固定電話を利用されない方も利用される方と同様の
料金となってしまいます。村ではその料金を含んだ助成を考えています。（電話の通話料金などは各自ご負担
いただくことになります。）

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

大久那集会施設

しては、村の農産物や特産品を中心とした取り扱いが行われていることから、生産者みなさんの支援と村民の
みなさんにも応援をしてもらいたいという趣旨から放送をしていますので、ご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　ペットボトルを潰さずに資源ごみの袋に入れると少しの量でいっぱいになっ
てしまう。他の自治体ではペットボトルを潰して小さくしているところも
あるらしいが、村でもその様な対応をしてもらいたい。

【坂部活性化施設：80代男性】
A　他の自治体の状況や収集する際の対応を確認し、取引きする処理業者の選
定なども含めて検討させていただきます。可能であれば対応させていただ
きますので、ご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　天龍小学校、天龍中学校の小中併設校が進められているが、入学式・卒業式や職員室及び校門に掲げる学校
名はどの様な対応をすることになるのか。 【原集会施設：70代男性】

A　天龍小学校、天龍中学校の小中併設校の職員室と校門は一箇所で、校門には各学校名を併記して掲げること
を計画しています。また、校内放送は小中併設校の体験学習を行った際に現在の方法で支障なくできることを
確認しました。入学式・卒業式の開催方法につきましては、今後検討していきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　満島屋となんでも館との間に整備する「児童公園」は、どの様な公園とするのか。また、整備をする前に保
育所や小中学校のPTA、村民にも意見を聞いて利用しやすい公園にしてもらいたい。

  【原集会施設：20代男性】
A　児童公園の整備につきましては、子育て支援などの一環でもあり、多くのみなさんからご要望をいただき計
画したものです。さらに村民のみなさんのご意見をお伺いする中で具体化していきたいと思います。なお、今
回、公園を整備する場所は傾斜地が多く、平地の面積が少ないことなどから、東屋程度の設置を計画していま
す。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　満島屋の経営が赤字で、宣伝や新たな取組み、移動販売などによって経営の改善を図っていくことが新聞記
事に掲載されていた。満島屋は、村で買い物ができる店舗が必要とのことで設置をした施設であり、店舗があ
ることによって村の活気も変わってくると思うので、多少の財政負担があったとしても閉店してしまうことが
無いようにしてもらいたい。また、満島屋に対して村からの補助を行う様であれば利用者の要望を伝えてもら
うとともに、村民にはさらに利用してもらうことをお願いする必要があると思う。

  【戸口集会施設：80代男性、大久那集会施設：50代男性】
A　満島屋の経営につきましては、新聞報道のとおり、令和４年度は６千万円の売上げに対して４百万円の赤字
経営となってしまったということです。指定管理者である㈱ナピカランドでは、その原因を分析しながら人件
費や仕入れ先の見直しなどを行い、経営改善を図っていきたいとのことで
した。満島屋の親会社は阿南ショッピングセンター協業組合（以下「ナピカ」）
で、４百万円の赤字は想定より少し多かったとのことで、赤字の補填を今
後継続的にナピカからしなければならなくなってしまうと閉店にもつなが
りかねなくなってしまうことから、赤字の一部を村で補助してもらえない
かとの相談がありました。村は、㈱ナピカランドと満島屋の管理運営に関
する基本協定を締結しており、満島屋の指定管理料を村から支払うことになっ

坂部活性化施設

戸口集会施設



（13）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（12）令和５年（2023年）10月26日

Q　現在、インターネットを利用しているが、「光キャストビジョン」へ移行した場合は㈱飯田ケーブルテレビに
変更をしなければインターネットなどの利用はできなくなってしまうのか。

 【中組集会施設：70代男性、鶯巣活性化施設：60代女性】
A　㈱NTT東日本の光回線を利用したコラボレーション事業者の回線であれば、
光回線や光電話を継続してご利用いただくことは可能であると聞いています。
このため、各事業者のスマートフォン割引などの特典をご利用されている
方は継続していただくことができるとのことですが、光キャストビジョン
のセット割引きは受けられなくなるとのことです。なお、利用可能な主な
光回線事業者は、フレッツ光、ソフトバンク光などとのことですが、ご利
用できない事業者もあることを聞いています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村道向方線の沢地付近の災害復旧工事が完了したが、当事者の要望と違った内容で完了されてしまっている
箇所があることを聞いている。このため、しっかりと顔を見て話をした方がよいと思う。村では、様々なこと
を計画しても実行する前の周知がされていないこともあり、事後報告の様
になっていることもあるので、事前の説明や相談は大切なことだと思う。

 【向方老人憩いの家：50代男性・70代男性】
A　関係されるみなさんからのご要望をお聞きし、地権者の方ともご相談をさ
せていただく中で工事の対応をさせていただきましたが、事業費や設計上
の関係により全て施工できない所もありましたので、今後は一つずつご相
談をさせていただきながら対応させていただきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月の豪雨によって天竜川が増水したことにより、河川敷にある松島ヘリポートが冠水し大量の土砂が堆積
してしまったため、数日間ヘリコプターの着陸ができない状況になり、これまでも同様の事例が発生したこと
があった。また、堆積した土砂を取り除いた後にヘリコプターが着陸しようとした際も砂埃によって時間を要
していた。ヘリコプターを手配すると言うことは緊急事態が発生している状況であるので、河川敷以外の高い
場所へのヘリポートの整備を考えた方がよいのではないか。 【老人福祉センター：60代女性】

A　６月豪雨の際は、松島ヘリポートに大量の土砂が堆積し、土砂を除去するまでに数日間を要してしまいました。
堆積した土砂を除去した後には消防署にも立会いをしていただきましたが、その後、緊急患者を搬送するため
のヘリコプターが着陸をしようとした際に、多くの砂埃が舞い上がってしまったため、搬送までに時間を要す
ることになってしまいました。航空隊からも、この様な状況であると松島
ヘリポートに離着陸することは少し難しいというご意見をいただきました
ので、さらにヘリポート周辺の土砂を取り除く工事を実施して砂埃が舞い
上がる量の軽減を図りました。しかし、今後も大雨などにより河川が増水
した場合は、同様の事態が発生する可能性がありますので、航空隊や消防
署にもご意見を伺いながら、ヘリポートに適した新たな場所などを検討し
ていきたいと考えています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月豪雨災害により各主要道路が通行できるのかわからなかった。また、阿南高校上付近の迂回路の案内標
識もわかりにくかった。可能であれば阿南町などとも情報共有をして道路状況を周知してもらいたい。また、
迂回路の案内標識をわかりやすくしてもらいたい。 【鶯巣活性化施設：60代女性】

A　本年６月の豪雨災害をうけ、被災時の道路状況の情報把握と伝達や周知方法につきまして、飯田建設事務所

中組集会施設

向方老人憩いの家

老人福祉センター

と協議を行い、天龍村の利用者が見込まれる主要路線の情報提供を検討していただくことになりました。また、
阿南町役場へもわかりやすい迂回路の案内標示を要望しました。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月の豪雨によって村内の多くの箇所で被害が発生したが、近隣の泰阜村で激甚災害の指定がされたにも関
わらず天龍村が指定されなかったのは何故なのか。　激甚災害に指定されなければ国などからの復旧費用に係
る補助金が交付されなくなり、村の予算で復旧することになってしまうので心配をしている。

  【ふれあいプラザ80代女性、中井侍集会施設：80代男性】
A　６月に発生しました、令和５年梅雨前線豪雨など（台風第２号の暴風雨含む）
による災害は、本村も８月30日に激甚災害に指定されましたので、本村に
おける災害につきましても国からの補助率が嵩上げされることになりました。
なお、泰阜村が本村より早い時期に激甚災害（局地激甚）に指定されたこ
とにつきましては、公共土木施設の復旧にかかる費用の見込み額が基準を
上回ったことから、災害復旧事業などの特例として局地激甚に指定された
ようです。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　今年は６月の豪雨により大量の雨が降ったり、猛暑で気温の高い日が長く続いた。下條村ではスマートフォ
ンで気象などに関する情報を確認できるシステムを導入したり、伊那市では市内の数箇所に雨量計などを設置
して市のホームページやスマートフォンで情報を得ることができるようになっていることを聞いている。天龍
村でも常に最新の気象情報を公表してもらえれば大雨の際の避難の目安や気温の変化に気を付けることができ
る。 【中井侍集会施設：70代男性】

A　村では気象に関する機器を役場、中井侍、向方、大河内に設置をして、大
雨などにより災害が発生する恐れがある場合は、村のホームページやケー
ブルテレビでお伝えをしていますが、常時、気象情報を配信するための設
備を整備するためには多額の費用が必要となるため実施できておりません。
このため、長野県建設部で作成されています「河川砂防ステーション」な
どにリンクできるよう村のホームページのトップ画面へ表示しますので、
ご利用ください。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月２日の豪雨の際は、午後３時に満島屋を閉店したが、満島屋は個人事業主のため、村の防災行政無線放
送で周知をしてもらうこができなかったが、龍泉閣とおきよめの湯については公共施設ということで閉店の周
知がされた。この日は避難指示も発令され、至る所で道路が通行止めになったため、食べ物を求める人が大勢
いたことから、満島屋を再度開店して利用してもらった。この様な事態の時は民間の事業所と公共の施設を区
別することなく、防災行政無線放送が使用できる配慮があってもよいのではないか。土曜朝市は、民間の事業
者が行っているが放送をしているのは何故なのか。 【原集会施設：60代男性】

A　ご意見を賜りましたことにつきましては、十分理解できますが、防災行政無線放送は法律に基づいて開局さ
れたもので、行政に関する情報の周知を行うものとの決まりがあります。従いまして、民間事業者のみなさん
に関する内容の放送はお断りをしています。しかし、災害時などには食料を調達することができない方もおら
れると思いますし、先般の議会定例会においても災害時の食料に関する対応を行政として考えるべきではない
かとの一般質問がされました。このため、食料の調達ができないとの情報を得た場合には、村で保管をしてい
ます非常食を配布するなどの対応をしていきたいと考えています。なお、土曜朝市の開催に関する放送つきま

ふれあいプラザ

中井侍集会施設



（13）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（12）令和５年（2023年）10月26日

Q　現在、インターネットを利用しているが、「光キャストビジョン」へ移行した場合は㈱飯田ケーブルテレビに
変更をしなければインターネットなどの利用はできなくなってしまうのか。

 【中組集会施設：70代男性、鶯巣活性化施設：60代女性】
A　㈱NTT東日本の光回線を利用したコラボレーション事業者の回線であれば、
光回線や光電話を継続してご利用いただくことは可能であると聞いています。
このため、各事業者のスマートフォン割引などの特典をご利用されている
方は継続していただくことができるとのことですが、光キャストビジョン
のセット割引きは受けられなくなるとのことです。なお、利用可能な主な
光回線事業者は、フレッツ光、ソフトバンク光などとのことですが、ご利
用できない事業者もあることを聞いています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村道向方線の沢地付近の災害復旧工事が完了したが、当事者の要望と違った内容で完了されてしまっている
箇所があることを聞いている。このため、しっかりと顔を見て話をした方がよいと思う。村では、様々なこと
を計画しても実行する前の周知がされていないこともあり、事後報告の様
になっていることもあるので、事前の説明や相談は大切なことだと思う。

 【向方老人憩いの家：50代男性・70代男性】
A　関係されるみなさんからのご要望をお聞きし、地権者の方ともご相談をさ
せていただく中で工事の対応をさせていただきましたが、事業費や設計上
の関係により全て施工できない所もありましたので、今後は一つずつご相
談をさせていただきながら対応させていただきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月の豪雨によって天竜川が増水したことにより、河川敷にある松島ヘリポートが冠水し大量の土砂が堆積
してしまったため、数日間ヘリコプターの着陸ができない状況になり、これまでも同様の事例が発生したこと
があった。また、堆積した土砂を取り除いた後にヘリコプターが着陸しようとした際も砂埃によって時間を要
していた。ヘリコプターを手配すると言うことは緊急事態が発生している状況であるので、河川敷以外の高い
場所へのヘリポートの整備を考えた方がよいのではないか。 【老人福祉センター：60代女性】

A　６月豪雨の際は、松島ヘリポートに大量の土砂が堆積し、土砂を除去するまでに数日間を要してしまいました。
堆積した土砂を除去した後には消防署にも立会いをしていただきましたが、その後、緊急患者を搬送するため
のヘリコプターが着陸をしようとした際に、多くの砂埃が舞い上がってしまったため、搬送までに時間を要す
ることになってしまいました。航空隊からも、この様な状況であると松島
ヘリポートに離着陸することは少し難しいというご意見をいただきました
ので、さらにヘリポート周辺の土砂を取り除く工事を実施して砂埃が舞い
上がる量の軽減を図りました。しかし、今後も大雨などにより河川が増水
した場合は、同様の事態が発生する可能性がありますので、航空隊や消防
署にもご意見を伺いながら、ヘリポートに適した新たな場所などを検討し
ていきたいと考えています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月豪雨災害により各主要道路が通行できるのかわからなかった。また、阿南高校上付近の迂回路の案内標
識もわかりにくかった。可能であれば阿南町などとも情報共有をして道路状況を周知してもらいたい。また、
迂回路の案内標識をわかりやすくしてもらいたい。 【鶯巣活性化施設：60代女性】

A　本年６月の豪雨災害をうけ、被災時の道路状況の情報把握と伝達や周知方法につきまして、飯田建設事務所

中組集会施設

向方老人憩いの家

老人福祉センター

と協議を行い、天龍村の利用者が見込まれる主要路線の情報提供を検討していただくことになりました。また、
阿南町役場へもわかりやすい迂回路の案内標示を要望しました。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月の豪雨によって村内の多くの箇所で被害が発生したが、近隣の泰阜村で激甚災害の指定がされたにも関
わらず天龍村が指定されなかったのは何故なのか。　激甚災害に指定されなければ国などからの復旧費用に係
る補助金が交付されなくなり、村の予算で復旧することになってしまうので心配をしている。

  【ふれあいプラザ80代女性、中井侍集会施設：80代男性】
A　６月に発生しました、令和５年梅雨前線豪雨など（台風第２号の暴風雨含む）
による災害は、本村も８月30日に激甚災害に指定されましたので、本村に
おける災害につきましても国からの補助率が嵩上げされることになりました。
なお、泰阜村が本村より早い時期に激甚災害（局地激甚）に指定されたこ
とにつきましては、公共土木施設の復旧にかかる費用の見込み額が基準を
上回ったことから、災害復旧事業などの特例として局地激甚に指定された
ようです。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　今年は６月の豪雨により大量の雨が降ったり、猛暑で気温の高い日が長く続いた。下條村ではスマートフォ
ンで気象などに関する情報を確認できるシステムを導入したり、伊那市では市内の数箇所に雨量計などを設置
して市のホームページやスマートフォンで情報を得ることができるようになっていることを聞いている。天龍
村でも常に最新の気象情報を公表してもらえれば大雨の際の避難の目安や気温の変化に気を付けることができ
る。 【中井侍集会施設：70代男性】

A　村では気象に関する機器を役場、中井侍、向方、大河内に設置をして、大
雨などにより災害が発生する恐れがある場合は、村のホームページやケー
ブルテレビでお伝えをしていますが、常時、気象情報を配信するための設
備を整備するためには多額の費用が必要となるため実施できておりません。
このため、長野県建設部で作成されています「河川砂防ステーション」な
どにリンクできるよう村のホームページのトップ画面へ表示しますので、
ご利用ください。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　６月２日の豪雨の際は、午後３時に満島屋を閉店したが、満島屋は個人事業主のため、村の防災行政無線放
送で周知をしてもらうこができなかったが、龍泉閣とおきよめの湯については公共施設ということで閉店の周
知がされた。この日は避難指示も発令され、至る所で道路が通行止めになったため、食べ物を求める人が大勢
いたことから、満島屋を再度開店して利用してもらった。この様な事態の時は民間の事業所と公共の施設を区
別することなく、防災行政無線放送が使用できる配慮があってもよいのではないか。土曜朝市は、民間の事業
者が行っているが放送をしているのは何故なのか。 【原集会施設：60代男性】

A　ご意見を賜りましたことにつきましては、十分理解できますが、防災行政無線放送は法律に基づいて開局さ
れたもので、行政に関する情報の周知を行うものとの決まりがあります。従いまして、民間事業者のみなさん
に関する内容の放送はお断りをしています。しかし、災害時などには食料を調達することができない方もおら
れると思いますし、先般の議会定例会においても災害時の食料に関する対応を行政として考えるべきではない
かとの一般質問がされました。このため、食料の調達ができないとの情報を得た場合には、村で保管をしてい
ます非常食を配布するなどの対応をしていきたいと考えています。なお、土曜朝市の開催に関する放送つきま

ふれあいプラザ

中井侍集会施設



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（14）令和５年（2023年）10月26日

Q　「光キャストビジョン」へ移行した場合は、BS衛星放送も視聴できる様になってしまうとの説明がされたが、
BS衛星放送の視聴を希望されない方にとっては受信料が増えてしまうが、村からの助成は考えているのか。 
 【原集会施設：70代男性、松島集会施設：60代男性】

A　光キャストビジョンの地上波放送とBS衛星放送はセットになっており、個別による申込みを行うことはでき
ないことを聞いています。このため、BS衛星放送の視聴を希望されない場合でも毎月の受信料が必要になっ
てしまいますが、これに関して村からの助成は考えておりませんのでご理解をお願いします。なお、㈱飯田ケー
ブルテレビにおいて受信料の団体割引サービスがあることを聞いていますので、お申込みの際にご説明をさせ
ていただきたいと思います。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　令和９年３月末までは、現在の村のケーブルテレビが視聴できるということか。
  【大久那集会施設：50代男性、鶯巣活性化施設：70代女性】
A　現時点では、令和９年３月末まで、現在の村のケーブルテレビ放送を予定していますが、現在のケーブルテ
レビを配信するための設備は他の町村と共同で設置したものですので、当村を含めて他の町村が新たな設備な
どへの移行完了後は既存の設備は廃止されることになるため、視聴できる
期間は前後する場合があります。村では、全ての地域で光キャストビジョ
ンが視聴できる状態になった時点で基準日を設けて、１年間程度をかけて
光キャストビジョンへ移行していただくための申込み手続きを各世帯へお
願いしていきたいと考えています。なお、申込み期限以降は現在の村のケー
ブルテレビは廃止する計画をしています。また、光キャストビジョンへの
申込み開始時期などにつきましては、決まり次第お知らせします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」には、必ず加入しなければならないのか。
  【原集会施設：40代男性、鶯巣活性化施設：50代男性、大河内多目的集会施設：80代男性】
A　光キャストビジョンへの加入は自由ですので、希望されない場合は加入をしていただく必要はありませんが、
村が指定する基準日以降にお申込みをされた場合は、村からの助成はできません。また、村の情報を文字や動
画でお知らせをしています自主放送も視聴できなくなってしまいます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」へ移行することによって固定電話が光電話になるとのことであるが、現在の電話機は
続けて使用できるのか。また、現在、固定電話を使用していないが加入をしなければならないか。

 【戸口集会施設：60代女性・80代女性、向方老人憩いの家：70代男性、松島集会施設：60代男性・80代女性、
中井侍集会施設：70代男性、坂部活性化施設：50代男性】

A　現在お使いの電話機は光電話に対応した機種がほとんどであることを聞いていますが、機種によってはご利
用ができない場合もある様ですので、工事を行う際に事業者にご確認をいただきたいと思います。なお、現在
の電話を光電話に切り替える場合は、電話番号をそのままの番号で移行するための工事費などが必要になりま
すが、それら費用につきましてはご加入者のみなさんにご負担を賜りたいと考えておりますので、ご理解をお
願いいたします。また、インターネットに加入されず光キャストビジョンを利用される方につきましては、光
電話付きの光回線を使ってテレビ放送が配信されるため、固定電話を利用されない方も利用される方と同様の
料金となってしまいます。村ではその料金を含んだ助成を考えています。（電話の通話料金などは各自ご負担
いただくことになります。）

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

大久那集会施設

しては、村の農産物や特産品を中心とした取り扱いが行われていることから、生産者みなさんの支援と村民の
みなさんにも応援をしてもらいたいという趣旨から放送をしていますので、ご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　ペットボトルを潰さずに資源ごみの袋に入れると少しの量でいっぱいになっ
てしまう。他の自治体ではペットボトルを潰して小さくしているところも
あるらしいが、村でもその様な対応をしてもらいたい。

【坂部活性化施設：80代男性】
A　他の自治体の状況や収集する際の対応を確認し、取引きする処理業者の選
定なども含めて検討させていただきます。可能であれば対応させていただ
きますので、ご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　天龍小学校、天龍中学校の小中併設校が進められているが、入学式・卒業式や職員室及び校門に掲げる学校
名はどの様な対応をすることになるのか。 【原集会施設：70代男性】

A　天龍小学校、天龍中学校の小中併設校の職員室と校門は一箇所で、校門には各学校名を併記して掲げること
を計画しています。また、校内放送は小中併設校の体験学習を行った際に現在の方法で支障なくできることを
確認しました。入学式・卒業式の開催方法につきましては、今後検討していきます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　満島屋となんでも館との間に整備する「児童公園」は、どの様な公園とするのか。また、整備をする前に保
育所や小中学校のPTA、村民にも意見を聞いて利用しやすい公園にしてもらいたい。

  【原集会施設：20代男性】
A　児童公園の整備につきましては、子育て支援などの一環でもあり、多くのみなさんからご要望をいただき計
画したものです。さらに村民のみなさんのご意見をお伺いする中で具体化していきたいと思います。なお、今
回、公園を整備する場所は傾斜地が多く、平地の面積が少ないことなどから、東屋程度の設置を計画していま
す。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　満島屋の経営が赤字で、宣伝や新たな取組み、移動販売などによって経営の改善を図っていくことが新聞記
事に掲載されていた。満島屋は、村で買い物ができる店舗が必要とのことで設置をした施設であり、店舗があ
ることによって村の活気も変わってくると思うので、多少の財政負担があったとしても閉店してしまうことが
無いようにしてもらいたい。また、満島屋に対して村からの補助を行う様であれば利用者の要望を伝えてもら
うとともに、村民にはさらに利用してもらうことをお願いする必要があると思う。

  【戸口集会施設：80代男性、大久那集会施設：50代男性】
A　満島屋の経営につきましては、新聞報道のとおり、令和４年度は６千万円の売上げに対して４百万円の赤字
経営となってしまったということです。指定管理者である㈱ナピカランドでは、その原因を分析しながら人件
費や仕入れ先の見直しなどを行い、経営改善を図っていきたいとのことで
した。満島屋の親会社は阿南ショッピングセンター協業組合（以下「ナピカ」）
で、４百万円の赤字は想定より少し多かったとのことで、赤字の補填を今
後継続的にナピカからしなければならなくなってしまうと閉店にもつなが
りかねなくなってしまうことから、赤字の一部を村で補助してもらえない
かとの相談がありました。村は、㈱ナピカランドと満島屋の管理運営に関
する基本協定を締結しており、満島屋の指定管理料を村から支払うことになっ

坂部活性化施設

戸口集会施設



（15）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）10月26日

村民のみなさんのご意見などをお伺いした上で結論をだすべきところでありましたが、やむを得ず議員のみな
さんと協議をさせていただく中で、将来のことも考えて光キャストビジョンへの移行を決めさせていただいた
ところです。ご理解をお願いいたします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村が運営しているケーブルテレビを㈱飯田ケーブルテレビの「光キャストビジョン」に移行することを決め
た最も大きな理由を聞きたい。 【原集会施設：20代男性】

A　　人口減少時代にあって、将来的に村の財政が厳しくなることが見込まれることや次代を担う若い世代のみ
なさんがテレビよりインターネットを多く活用している現状があること、村職員に最新の情報技術に長けた者
がいないことや育成が困難なことなどから、村が他町村と共同してケーブルテレビを運営していくよりも、民
間の専門事業者に任せた方がより良い選択だと判断をしたためです。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　阿南町、平谷村、根羽村、売木村が現在のケーブルテレビの設備を整備し
て共同配信を継続していくことになった理由を聞きたい。

 【松島集会施設：80代男性、原集会施設：60代男性、老人福祉センター：
60代男性、坂部活性化施設：50代男性】

A　平谷村につきましては、光キャストビジョンへ移行することによって、過
去から生活情報の一部となっている中京圏の番組が視聴できなくなってし
まうことから、他町村との共同配信の継続を決めたと聞いていますが、そ
の他の町村につきましては明確な考えは聞いておりません。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」への移行については、今回の説明だけではわからないことが多いので、あらためて説
明の場を設けてもらいたい。 【原集会施設：20代男性・70代男性、中井侍集会施設：80代男性】

A　各地区懇談会の会場においても、「今回の説明のみではわからないことが多い」、「改修費用や毎月の視聴料金
の一部が村から助成されたとしても心配なので随時周知をしてもらいたい」などのご意見をいただきました。
また、議員のみなさんからも移行にあたっては丁寧な説明に心掛けることのご意見をいただいていますので、
今後は、光キャストビジョンを運営する㈱飯田ケーブルテレビにも同席いただく中で、あらためて説明会を開
催させていただくことを計画していますし、ご要望があれば個人のお宅に訪問してご説明することも考えてい
ます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　「光キャストビジョン」へ移行することにより、ケーブテレビの視聴料金の増額や中京圏の番組が視聴できな
くなってしまうことから、村が設定する基準日に村のケーブルテレビに加入している世帯に対して、基準日か
ら10年後までの期間、激変緩和措置として村からの助成を予定しているとのことであるが、以降においても
助成の継続をしてもらいたい。

  【戸口集会施設：80代男性、原集会施設：30代男性、松島集会施設：60代男性】
A　10年後においては人口構造や物価などの情勢も変わってくることも考えられますので、村からの助成金の継
続に関する要望が多くある場合につきましては、助成期間の延長や助成額の見直しなどにつきましても柔軟な
対応をしていく必要があると考えています。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

松島集会施設（老人福祉センター）

ていますが、当初の協定では金額を定めず双方が必要とされたときに指定管理料の変更を認める内容としてい
ます。村としましても、満島屋は大切な店舗ですので、㈱ナピカランドにおいて赤字経営となった原因をしっ
かりと内部検討いただき、次年度の改善計画を提出してもらった上で、指定管理料の支払いを行いたいと考え
ています。また、村民のみなさんからのご意見も伝えながら、今後もしっかりと話し合いを行い、継続できる
ようできる限りの支援行っていきたいと思います。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　大河内池大神社例祭が、１月５日から６日にかけて行われているが、ここ数年、学校の３学期の始業式が１
月６日になっていることから、子供たちが最後まで祭りに参加できない状況になっている。祭りへの参加人数
が少なくなる中、子供たちに祭りを継承してもらうことを期待しているので、始業式を１日後に変更してもら
うことはできないか。　　　　　　　　【大河内多目的集会施設：70代男性】

A　学校には年間登校日数の目安があり、始業式を１日遅らせてしまいますと
授業が１日少なくなってしまいますので、その可否につきましては即答で
きませんが、地域の事情を考慮して３学期の始業式の日を決めることは検
討できると思いますので、学校へ伝えさせていただきます。しかし、中学
３年生の進路日程の関係で始業式の日が変更できない場合は、お祭りと重
なってしまう可能性もありますのでご理解をお願いします。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　５月に役場の窓口で転入届を提出した際に、マイナンバーカードを１日預からしてもらいたいと言われた。
転入前の役所では15分程度で手続きが完了したにも関わらず天龍村の対応は遅いと思う。さらに個人情報が
記載されたカードを役場の職員が預かることはいかがなものかと思った。また、保険証を受取る際に使用でき
る医療機関のことを聞いたところ、保険証を登録するためには県への届出が必要とのことから、マイナンバー
カードを所有しているのにも関わらず住所・氏名・電話番号を書かされた。 【鶯巣活性化施設：60代女性】

A　５月に来庁された際の手続きの内容は、転入のお手続きでしたが、天龍村
には住民情報が無く、国民健康保険証の手続きもありましたので、詳しい
ことをお聞きする必要がございました。転入のお手続きからマイナンバーカー
ドの変更までの事務を行うためには、どうしても時間を要してしまいます
ので、マイナンバーカードを預からせていただくお話をさせていただきま
したが、説明が不足している点があり申し訳ございませんでした。今後は、
お客様にご理解をいただけるような丁寧な対応に心掛けていきたいと思い
ます。

◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　　◆　　◇　

Q　村ではマイナンバーカードの普及を推進しており、申請手続きやポイントの受取り方などがわからない場合は、
気軽に相談をしてほしいとのことであったので、口座登録に関して役場の窓口へ相談に行ったところ、担当職
員から「口座登録は一つのマイナンバーに対して一つの口座です。」と当たり前の様な口調で言われた。この
職員の対応に対して不信感を持ったので、丁寧な対応に心掛けてもらいたい。

【原集会施設：30代男性】
A　不快な想いをさせてしまい申し訳ございませんでした。あらためてお客様
へのご対応などについては、丁寧な対応に努めていきたいと思います。

大河内多目的集会施設

鶯巣活性化施設

原集会施設



（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（16）令和５年（2023年）10月26日

G72ボックスの贈呈を受けた
永嶺村長ほか下伊那南部町村長

阿部知事と対話をする発言者のみなさん
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夢
や
希
望
が
沢
山
あ
る
村
だ
と

感
じ
た
。
天
龍
村
の
み
な
さ
ん

が
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
県
も
応
援
を
し

て
い
き
た
い
。」
と
し
て
会
を

締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　「
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
」

の
開
催
は
、
天
龍
村
が
県
内
77

市
町
村
の
内
の
76
番
目
で
、
長

野
市
で
の
対
話
を
終
え
る
と
県

内
全
市
町
村
を
一
巡
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ご
発
言
並
び
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
知
事
と
の
対
話
の
ご
発
言
内

容
（
発
言
順
）

①
山
﨑
英
琢
さ
ん
（
東
原
Ａ
区
）

・
福
祉
事
業
に
お
け
る
県
民
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て

②
宮
澤
く
る
み
さ
ん
（
中
央
区
）

・
ご
高
齢
者
の
方
々
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て

・
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

必
要
性
に
つ
い
て

③
村
澤
雄
大
さ
ん
（
福
島
区
）

・
多
世
代
交
流
が
行
わ
れ
る
よ

う
な
場
所
や
仕
組
、
参
考
事

例
に
つ
い
て

・
知
事
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の

長
野
県
の
学
校
教
育
で
重
視

し
て
い
る
点
や
理
想
に
つ
い

て
④
金
田
正
さ
ん
（
松
島
区
）

・
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
㈲
天

龍
農
林
業
公
社
の
事
業
の
推

進
に
つ
い
て

⑤
前
田
美
沙
さ
ん
（
長
野
区
）

・
長
野
県
茶
産
地
の
過
渡
期
に

つ
い
て

・
沖
縄
と
長
野
の
連
携
、
交
流

に
つ
い
て

体
人
口
の
約
１
割
を
目
標
に
、

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
72
㈱
の
有
馬
朱

美
代
表
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

贈
呈
式
に
お
い
て
、
下
伊
那
南

部
５
町
村
が
広
域
で
災
害
時
に

備
え
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る

と
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
自

治
体
間
の
共
助
の
姿
勢
が
必
要

に
な
る
中
、
多
く
の
備
蓄
品
を

贈
呈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
５
年
10
月
現
在
）

Ｇ
72
ボ
ッ
ク
ス
の
天
龍
村
備

蓄
数
　
計
40
箱

・
令
和
４
年
６
月
28
日

（
一
社
）
全
日
本
冠
婚
葬

祭
互
助
協
会
様
よ
り
10
箱

・
令
和
５
年
９
月
26
日

立
花
容
器
㈱
様
及
び
Ｇ
Ｒ

Ｏ
Ｗ 

by 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
㈱
様

よ
り
30
箱

村では、６月26日から７月23日までの間、村内12会場で「地区懇談会」を開催しました。多くの村民のみ
なさんにご参加いただき、村政全般に関して活発な意見交換をさせていただくことができました。
本年度の地区懇談会は、村が運営しています「ケーブルテレビの民間サービスへの移行案」を中心にご説明
させていただきました。（詳しい内容は、先にお配りしました「地区懇談会資料」をご覧ください。）
各会場で寄せられました貴重なご意見などは、今後の村づくりに反映させていただきたいと思います。
以下、主なご意見、ご要望の一部を紹介させていただきます。なお、各会場での詳しい懇談内容については、
総務課総務情報係へお問い合わせください。

Q　村のケーブルテレビ放送設備の老朽化に対応するため、現在のテレビ放送を㈱飯田ケーブルテレビが運営す
る「光キャストビジョン」へ移行することを決めたとの説明がされたが、放送設備の更新時期がわかっていた
のにも関わらず村民の意見を聞かずに移行を決めた理由を教えてもらいたい。

  【原集会施設：30代男性、松島集会施設：60代男性、老人福祉センター：60代男性】
A　現在のケーブルテレビ放送は、天龍村、阿南町、平谷村、根羽村、売木村、泰阜村の６町村が共同で電波を
管理して地上波放送と自主放送を各ご家庭にお届けしていますが、設備に要する部品が製造中止となっている
ものもあることから、現在の設備を修理し維持していくことが非常に困難な状況となっています。　
こうした状況の中、早期に既存の設備などを新たに整備しなければならなくなりましたので、今までどおり
他町村と共同して地上波放送を続けるのか、民間の専門事業者に移行して新しい視聴方法に変更するのかの結
論を出さなければならなくなりました。
どちらの視聴方法を選択するにしてもメリット、デメリットがあり、村民のみなさんのご負担やご理解など
も当然お願いをしなければなりません。そこで、村としては将来の村の人口や財政、情報技術の進展などを見
据えながら将来世代に禍根を残さない判断をしなければならないと考え、議員のみなさんにも相談をさせてい
ただきながら検討を進めてきました。
検討段階で、㈱飯田ケーブルテレビが㈱NTT東日本の光通信回線を利用してケーブルテレビ放送を配信す
る光キャストビジョンへの移行を検討してきましたが、村内の一部において光通信回線の未開通地域や光キャ
ストビジョンを配信できない地域が発生したことから、この時点では光キャストビジョンへの移行は断念する
しかないと考えていました。
一方、令和４年10月に売木村と平谷村が、先行して現状のケーブルテレビ設備を更新（他町村との共同配
信を継続することを選択）していくことを決めたことにより、国へ整備費用の補助を受けるための申請をする
都合上、天龍村がこの共同配信に加わるか否かの判断を令和４年12月までに求められました。
前述のようにこの時点では他町村との共同配信に加わることで検討もしていましたが、令和４年11月に入っ
て㈱飯田ケーブルテレビより、既存の村のケーブルテレビ設備を利用して独自に整備をすることにより、光キャ
ストビジョンの配信が可能となるとの提案があったため、再度どちらの視聴方法とするのかを選択しなければ
ならなくなりました。しかし、結論を出す期間が１カ月余りと非常に短い期間となったため、本来であれば、

令和5年度
地区懇談会を開催しました!



　
任
期
満
了
に
よ
り
、
天
龍
村

農
業
委
員
に
11
名
の
方
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
７
月
20
日

か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　
７
月
21
日
㈮
に
は
改
選
後
１

回
目
の
総
会
を
開
催
し
会
長
に

は
２
期
目
の
宮
澤
盛
孝
さ
ん

（
中
井
侍
）、
職
務
代
理
に
は
３

期
目
の
佐
々
木
裕
子
さ
ん
（
戸

口
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
任
と
し
て
熊
谷
長

治
さ
ん
（
下
山
）、
村
松
美
雪

さ
ん
（
向
方
）
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
任
命
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ

ん
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（17）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）10月26日

◎人件費の状況（令和４年度一般会計の決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

（注）長野県、国と比較するため令和４年４月１日の内容です
（令和４年度地方公務員給与実態調査より）

◎一般行政職の級別職員数等の状況 （令和５年4月1日現在）（令和５年度地方公務員給与実態調査より）

◎職員手当の状況 （令和４年度支給割合）
天龍村（県・国と同じ）

６月期

12月期

計

期末月分

1.2

1.2

2.40

自己都合

19.669500

28.039500

39.757500

47.709000

勧奨･定年

24.586875

33.270750

47.709000

47.709000

その他加算措置：定年前早期退職
特例措置（２％～ 20％加算）

◎特別職の報酬などの状況（令和４年度支給割合）

給与、報酬月額（円） 期末手当（月分）

６月期
12月期
計
６月期
12月期
計

◎職員の勤務時間その他勤務条件
職員の勤務時間と休日

◎年次有給休暇の状況（一般職）（令和４年1月1日～令和４年12月31日）

休暇の種別
年次有給休暇（有給）

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

◎休暇など

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、派遣職員を除く。

勤勉月分

0.95

1.05

2.00

◎定員の状況［部門別職員数］（各年５月１日現在）
区分 職員数（人）

部門

一　般

特　別

公　営

令和４年
1
13
1
5
3
3
6
1
33
4
4
1
1
4
6
43
1

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

令和５年
1
12
1
5
3
3
7
1
33
4
4
1
1
5
7
44
1

前年比
0

△ 1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0

合　　　計
上記のうち派遣職員数

（地方公共団体定員管理調査より）

住民基本台帳
人口（年度末）

人
1,116

歳出額
Ａ
千円

3,327,031

人件費
Ｂ
千円
432,735

人件費率
B/A
％
13.0

区　分
天龍村
長野県
国

平均年齢
40.7
45.1
42.7

平均給料月額
284,900 
330,600 
323,711 

平均給与月額
309,700 
391,555 
405,049 

◎職員の初任給の状況
区　分
一　般
行政職

学　歴
大学卒
高校卒

天龍村（県・国と同じ）
185,200 円
15４,600 円

区　分
標準的な
職務内容
職員数
構成比

１　級
主事補
主　事
11人
25.6%

２　級

主　任

10人
23.2%

３　級
主　査
係　長
10人
23.2%

４　級

課長補佐

4人
9.3%

５　級

課　長

6人
14.0%

６　級

2人
4.7%

計

43人
100%

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

◎長野県市町村職員互助会
（令和4年度支出の状況）
会員数46人

区　分
職員掛金（個人負担分）
負　担　金（公費負担金）

支 出 金
457 千円
377 千円

説　　明
年２０日間、繰り越しは最大で２０日間
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関
の事故など特別な理由で勤務しないこ
とが相当と認められる期間

父母、子、配偶者の父母などが負傷、
病気のときや老齢で日常生活に支障が
ある人を介護するとき、連続する6月の
期間内において必要と認められる期間

負傷または病気で、勤務しないことが認
められる期間

職員団体の業務に従事するため、勤務し
ないことが相当であると認められる期間

総付与
日　数
1,625

総使用
日　数
488

全期間対象
職　員　数

41

１人当たり
平均使用日数

11.9

１週間の
勤務時間

38時間45分

始業

8：30

終業

17：15

休憩時間
12：00 ～
　13：00

週休日

土・日曜日

勤務時間の割り振り

区　分

期　末　・
勤勉手当

退職手当

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度

1.675
1.675
3.35
1.675
1.675
3.35

237,000
163,000
144,000

600,000
520,000
460,000

村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

◎職員給与費の状況（令和５年度一般会計の当初予算）

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．職員数、給与費は当初予算の数値です。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

職員数

42
給　料
144,009

職員手当
95,948

計
239,957

一人当たり
（千円）
5,713

給与費（千円）

■
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

○
資
格

推
薦…

男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
17
歳
未
満
の
成
績

優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動

な
ど
に
顕
著
な
実
績
を

修
め
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
者

一
般…

男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
17
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

推
薦…

10
月
１
日
㈰
〜

　
　
　
12
月
１
日
㈮

一
般…

10
月
１
日
㈰
〜

令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

○
１
次
試
験

推
薦…

令
和
６
年

１
月
６
日
㈯
〜
８
日
㈪

の
う
ち
１
日

一
般…

令
和
６
年

１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

の
う
ち
１
日

○
合
格
発
表

推
薦…

令
和
６
年

１
月
18
日
㈭

一
般…

令
和
６
年

２
月
８
日
㈭

○
採
用
時
期

　
推
薦
、
一
般
と
も
令
和
６

年
４
月
上
旬

※

詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

HP
　
防
衛
省
　
自
衛
官
募
集
　

検
索

HP
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本

部
　
検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

飯
田
出
張
所

☎
０
２
６
５（
22
）２
６
１
３

農
業
委
員
が

　
選
任
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
度
　
自
衛
隊
員
採
用
案
内

　
法
務
局
に
自
筆
証
書
遺
言
書

の
保
管
を
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
宅
で
遺
言
書
を
保
管
す

る
場
合
の
紛
失
や
改
ざ
ん
、
遺

言
者
の
死
亡
後
に
遺
言
書
が
家

族
に
発
見
さ
れ
な
い
な
ど
の
恐

れ
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、
家

庭
裁
判
所
で
の
検
認
手
続
が
不

要
の
た
め
、
速
や
か
に
相
続
手

続
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
義
務
と
な
り
ま
す
。
ご
自
身

の
財
産
を
ご
家
族
に
確
実
に
託

す
た
め
に
、
自
分
で
書
い
た
遺

言
書
を
法
務
局
に
保
管
し
ま
せ

ん
か
。

※

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら⬅

自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
法
務
省

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/m

inji03_00051.htm
l

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

（
飯
田
市
大
久
保
町

２
６
３
７‒

３
）

☎
０
２
６
５‒

22‒

０
０
１
４



睡
眠
ホ
ル
モ
ン
の
原
料
で
す
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
、
ひ
と
の
睡
眠

リ
ズ
ム
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
を
調

整
し
て
い
る
為
、
不
足
す
る
と

体
調
不
良
を
起
こ
し
ま
す
。

季
節
性
う
つ
の
対
処
法

①
規
則
正
し
い
食
事
で
良
質
な

タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る

　
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
・
乳
製

品
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
生
成
に
必
要
な
必
須
ア
ミ

ノ
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
軽
い
運
動
を
習
慣
化
す
る

　
運
動
す
る
と
、
気
持
ち
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
ド
ー
パ
ミ

ン
」
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
ド
ー

パ
ミ
ン
は
気
分
の
落
ち
込
み
や

イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
症
状
を
緩
和

し
て
く
れ
ま
す
。
朝
起
き
た
ら
、

カ
ー
テ
ン
を
開
き
、
日
光
を
浴

び
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る

の
が
お
勧
め
で
す
。

③
自
分
の
感
情
を
話
せ
る
人
を

見
つ
け
る

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
と
、

気
持
ち
が
増
々
沈
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
誰
か

に
話
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。「
こ

こ
ろ
の
相
談
」
な
ど
、
公
的
な

相
談
窓
口
も
利
用
で
き
ま
す
。

④
自
宅
の
照
明
を
明
る
く

　
季
節
性
う
つ
の
改
善
に
は
、

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
朝
晩
の

空
気
が
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
発
症
が
増
え

る
「
季
節
性
う
つ
」
の
状
態
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
気
分
が
落
ち
込
む

◇
ぐ
っ
た
り
と
し
て
疲
れ
や
す

く
、
身
体
を
動
か
す
の
が
面

倒
◇
今
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
こ
と

が
楽
し
め
な
い

◇
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
、
集
中

力
が
明
ら
か
に
落
ち
て
い
る

◇
睡
眠
時
間
が
長
く
朝
起
き
ら

れ
な
い
、
ま
た
は
眠
れ
な
い

◇
食
欲
が
な
く
な
っ
た

◇
食
欲
を
抑
え
ら
れ
ず
、
炭
水

化
物
を
中
心
に
食
べ
過
ぎ
る

　
「
季
節
性
う
つ
」
の
発
症
は

脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
「
セ
ロ

ト
ニ
ン
」
の
生
成
不
足
が
一
因

と
い
わ
れ
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン･

メ
ラ
ト
ニ
ン

　
日
中
、
ひ
と
が
太
陽
光
を
浴

び
る
と
体
内
で「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」

が
作
ら
れ
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
、「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
と
い
う

自
然
光
に
多
く
当
た
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
秋
冬
の
時
季
は
日

照
時
間
が
短
い
の
で
、
可
能
な

限
り
、
部
屋
の
照
明
を
明
る
く

し
て
、
体
内
リ
ズ
ム
を
調
整
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
こ
こ
ろ
の
不
調
が
続
く
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
に
行

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
精
神

科
や
心
療
内
科
な
ど
の
専
門

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
悩
み
電
話
相
談

①
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

☎
０
２
６-

２
６
６-

０
２
８
０

②
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

５
５
６

③
長
野
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
６
３-

８
８-

８
７
７
６

④
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０-

２
７
９-

３
３
８

⑤
24
時
間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル
（
学
校
生
活
相
談
）

☎
０
１
２
０-

０-

７
８
３
１
０

⑥
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０-

９
９-

７
７
７
７

（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（18）令和５年（2023年）10月26日

　令和４年度に譲与された森林環境譲与税は、森林経営管理制度の森林調査や村有林整備事業などに全額
を活用しました。

（歳入） 森林環境譲与税21,636千円　　　　　　　　　　　
（歳出） 森林環境譲与税を充てている経費の合計35,972千円

　平成26年４月１日より消費税率が８％、令和元年10月１日から10％へ引き上げによる、地方消費税交付
金（社会保障財源分）が交付されており、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。

（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）の総額17,093円　　　　　　　　　　
（歳出）地方消費税交付金を充てている社会保障施策に要する経費の合計455,828千円

　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し入湯客に課税される地方税で、観光振興の事業に充てられています。
（歳入）入湯税の総額3,905千円
（歳出）観光費15,664千円　　　

令和４年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況令和４年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

令和４年度一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況令和４年度一般会計の地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況

令和４年度一般会計の入湯税の充当状況令和４年度一般会計の入湯税の充当状況

項　目 令和４年度決算額 決算額のうち、森林環境譲与税
森林経営管理制度推進事業 11,803 7,080
村 有 林 整 備 事 業 6,448 4,500
羽 衣 崎 景 観 伐 採 事 業 12,104 7,256
役 場 庁 舎 木 質 化 事 業 2,779 1,600
薪 ス ト ー ブ 設 置 事 業 2,838 1,200

合　計 35,972 21,636

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

事業名 令和４年度決算額 決算額のうち、地方消費税交付金（社会保障財源化分）

社会福祉
社会福祉事業 331,154 2,600
老人福祉事業 71,176 12,273
児童福祉事業 51,730 800

保健衛生 疾病予防事業 1,768 1,420
合　計 455,828 17,093

区　分 事業名 令和４年度決算額 決算額のうち、入湯税

観光施設の整備 観　　　　　　光　　　　　　施　　　　　　設　　　　　　修　　　　　　繕 3,534 1,005
観　　　　　　光　　　　　　施　　　　　　設　　　　　　改　　　　　　修 10,380 1,500

観　光　振　興 天　　龍　　村　　観　　光　　協　　会　　補　　助　　金 1,250 1,000
おきよめ観光協議会補助金 500 400

合　計 15,664 3,905

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

こ
こ
ろ
の
不
調
を

　
　
　

　感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
以
前
よ
り
村
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
阿
南
方
面
へ
の
バ
ス

の
直
通
便
を
望
む
声
を
多
く

い
た
だ
く
中
で
、
村
で
は
バ

ス
の
運
行
に
よ
る
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め「
仮
称
村
営

バ
ス
阿
南
線
」の
実
証
実
験

運
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
証
実
験
運
行
の

効
果
と
課
題
を
整
理
し
、
今

後
、
天
龍
村
地
域
公
共
交
通

会
議
に
お
い
て
協
議
・
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
運
行
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
運
行
期
間

　
５
月
８
日
㈪
〜
７
月
31
日
㈪

●
運
行
日
数
60
日
間
（
平
日
の
み

）

●
利
用
者
総
数
　
346
人

※

利
用
者
総
数
346
人
中
、
一

般
利
用
者
61
名
、
高
校
生

285
名

行
き…

平
岡
駅
７
時
35
分
発

323
人

帰
り…

①
阿
南
病
院
11
時
40

分
発
　
21
人

帰
り…

②
阿
南
病
院
16
時
20

分
発
　
２
人

●
一
日
あ
た
り
の
利
用
者
数

5.8
人

仮
称
村
営
バ
ス
阿
南
線

の
実
証
実
験
運
行
結
果

天龍村国民健康保険診療所の診療体制について、令和５年10月１日から下記のとおり一部を変更しました。

1　変更内容
⑴　火曜日の担当医師を「具栄作医師」から「水谷喜雄医師」へ変更
⑵　診療時間等の一部変更

2　診療科目
内科、外科

3　診療日・診療時間（太字と下線が変更箇所です）

※受付時間は診療終了時刻の30分前までとなります。担当医師不在時でも、その日に勤務する医師の診察を受けられます。

天龍村国民健康保険診療所：電話31‒0950

令和５年10月からの天龍村国民健康保険診療所の診療体制一部変更について令和５年10月からの天龍村国民健康保険診療所の診療体制一部変更について

曜　日 午　前 午　後 担当医師 備　考
日 8：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 水谷喜雄 原則第 1，3日曜日
月 8：30 ～ 12：30 15：00 ～ 19：00 水谷喜雄 夕診 19：00 まで診療
火 8：30 ～ 12：30 予約・往診 水谷喜雄
水 予約診療 予約・往診 具　栄作
木 8：30 ～ 12：30 15：00 ～ 17：00 具　栄作
金 8：30 ～ 12：30 休　診　 具　栄作
土 休　診 休　診

　
９
月
３
日
㈰
に
、
地
震
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
感
染
症
に
配
慮
し
た
想
定

で
の
訓
練
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
、
通
常
時
の
地

震
災
害
を
想
定
し
、
救
命
救
護

訓
練
や
避
難
所
運
営
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
283
名
の
村
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

消
防
団
員
・
日
赤
奉
仕
団
員
と

と
も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
や

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て

な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
村
で
は
村
の
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
災
害
に
対
応
で
き
る
計
画

と
な
る
よ
う
更
新
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
が
、
災
害
に
対
し
て

は
、
私
た
ち
の
日
頃
か
ら
の
備

え
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
今
回
の
訓

練
を
き
っ
か

け
に
各
家
庭
、

各
地
域
で
よ

り
一
層
防
災

意
識
を
高
め

て
い
き
ま
し

ょ
う
。

防
災
意
識
を
高
め
る

〜
地
震
総
合
防
災
訓
練
〜



（19）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）10月26日

　　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」が公布されたことで、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、
監査委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体の全ての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経費
の大きさなどを５つの指標（健全化判断比率等）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開示す
ることを目的としています。

（※１）　　市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公
営企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定めて早
期の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）　　一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担
比率350％以上

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す
指標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の世帯主の年間の総収入に対す
る割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の
総収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示
す指標です。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の４年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

0.9%

将来負担す
べき債務な
どはありま
せん

当村の４年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

～ 当村の財政健全化判断指標公表 ～

村
議
会
議
員
と
村
職
員

に
よ
る
草
刈
り
作
業
　

　
９
月
20
日
㈬
に「
敬
老
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
ど

お
り
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
県
内
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
医
療
警

報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
昨
年
同
様
に
規
模
を
大

幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
も

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
盛
大
な
敬
老
大
会

を
開
催
し
、
元
気
な
み
な
さ
ん

と
お
会
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

〜
み
な
さ
ん
、

　こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
〜

敬
老
大
会
開
催

　
な
お
、
今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
（
５
千
円
）

と
祝
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
本
年
度
百
歳
以
上
、
白
寿

（
99
歳
）
米
寿
（
88
歳
）
を
迎

え
る
み
な
さ
ん
へ
村
よ
り
祝
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

《
百
歳
以
上
》

岡
本

　
　
　柳
澤

　ケ
サ
子

長
野

　
　
　橘

　
　政
司

長
島
宇
連

　寺
平

　安
一

向
方

　
　
　佐
々
木
ま
す
の

大
河
内

　
　田
村

　千
代
子

特
養

　
　
　川
島

　チ
ヨ
シ

特
養

　
　
　伊
藤

　り
き

特
養

　
　
　武
田

　と
み
江

特
養

　
　
　奥
田

　ま
さ
よ

《
白

　寿
》

本
町

　
　
　西
澤

　甲
子

南
上

　
　
　波
田
野
亘

栄
町

　
　
　岡
本

　キ
ミ
子

《
米

　寿
》

清
水

　
　
　村
澤

　昭
司

西
原

　
　
　中
島

　い
さ
子

東
原
Ｂ

　
　秦

　
　智
惠
子

中
央

　
　
　金
田

　須
美

北

　
　
　
　花
田

　嘉
子

本
町

　
　
　松
下

　律
子

岡
本

　
　
　柳
澤

　久
恵

長
野
町

　
　山
崎

　澄
子

長
野

　
　
　中
谷

　文
子

南
上

　
　
　大
平

　兵
三

栄
町

　
　
　石
井

　確

鶯
巣

　
　
　北
澤

　と
よ
子

松
島

　
　
　村
澤

　誠

坂
部

　
　
　関

　
　京
子

戸
口

　
　
　村
松

　良
仁

向
方

　
　
　佐
々
木
き
み
子

向
方

　
　
　村
松

　洋

向
方

　
　
　村
松

　伸
吉

梨
畑

　
　
　村
松

　五
江

養
護

　
　
　江
崎

　義
明

特
養

　
　
　岡
田

　里
美

特
養

　
　
　鶯
巣

　啓
子

今
年
度
の

長
寿
祝
受
領
者
（
敬
称
略
）

〜
敬
老
祝
品
を
贈
呈
〜

↓出席者の集合写真

←100歳を迎えられた
　橘政司さん

　

 

敬 

老

　

 

敬 

老

松島ヘリポートの草刈り

　
７
月
27
日
㈭
に
、
村
議
会
議

員
と
村
職
員
が
協
力
し
て
、
松

島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
林
道
大
久
那

線
沿
い
な
ど
の
草
刈
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
猛
暑
を
避
け
、
朝
７

時
半
か
ら
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　９月30日㈯太平洋戦争中に中国から強制連行され、平岡ダム建
設のため労働を強いられ亡くなった中国人を慰霊する、「在日中
国人殉難烈士慰霊法要」が開催されました。
　法要では、中国大使館の聶佳（じょうか）参事官や県・県議会、
飯田下伊那地域の市町村関係者など約100人が参列し、追悼の言
葉をささげたほか、天龍中学校の生徒等が慰霊碑への献花を行い、
世界平和と日中友好を誓いました。

在日中国人殉難烈士慰霊法要が
開催されました



　生ごみ処理機は、熱や微生物により生ごみを分解し
ごみ量を減量させるだけでなく、家庭で有機肥料とし
てリサイクルすることができます。助成制度を利用し
て生ごみ処理機の効果を実感してみませんか。

◆対　象：天龍村に住所を有する方で、家庭用生ごみ
処理機を購入し、設置した方消費税を除い
て、30,000円以上の生ごみ処理機１世帯１基
まで。
※１度補助を受けた方でも、補助を受けてか
ら５年経過していれば、再度補助申請する
ことができます。

◆助成額：購入価格（消費税を除く）の２分の１の額
（上限は２万円、１千円未満は切り捨て）

◆申込方法：購入後１年以内に、領収書（購入日や販
売店名・商品名・金額・購入者名が記載さ
れたもの）、保証書（購入日・販売店名・
商品名の記載があるもの）と印鑑を持参し
て役場まで申請をしてください。

★詳しくは建設課環境水道係☎32-1022へお問い合わせ
ください。

（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（20）令和５年（2023年）10月26日

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た

前年差

783万円

2,679万円

1,246万円

3億4,815万円

△2,851万円

前年差

1億3,839万円

1,147万円

△3,182万円

2,319万円

939万円

△3億2,046万円

535万円

6億6,451万円

1,610万円

△2億5,193万円

決算額

4億3,274万円

4億508万円

3億3,252万円

9億1,633万円

1億6,269万円

決算額

7億9,649万円

3億8,288万円

1億391万円

1億8,095万円

1億6,239万円

2億2,155万円

4,663万円

8億5,223万円

2億4,069万円

3億412万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費など

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧事業費

公債費

前年比

1.8

7.1

3.9

61.3

△14.9

前年比

21.0

3.1

△23.4

14.7

6.1

△59.1

13.0

354.0

7.2

△45.3

維持補修費
4,077　1.2%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

33億2,703万円

人件費
43,274
13.0% 公債費

30,412
9.1%

積立金
41,994
12.6%

扶助費
7,215
2.2%

繰出金
16,269　4.9%

補助費等
33,252　10.0%

物件費
40,508
12.2%

災害復旧事業費
24,069　7.2%

普通建設事業費
91,633　27.6%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です。

消耗品や燃料代などの需要費、電話や郵便代などの役務費、備品購入
費、各種委託料です。（総合体育施設建設工事などの委託料に伴う増）
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体や個人に対する負担
金・補助金・交付金です。（灯油購入助成事業の拡充などに伴う増）
総合体育施設建設および道路改良やその他の工事費、国、県の
建設事業に対する負担金です。
一般会計から国保や水道・下水、介護保険、国保診療所などの特
別会計へ支出されるものです。

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です。（財政調
整基金や公共施設等総合管理基金などの積立による増）

福祉など住民生活のための経費です。

健康増進や疾病予防、環境保全に関する経費です。（新型コロナ
ウイルスワクチン集団接種の事業費による減）

農林業に関する経費です。

商工業や観光・温泉に関する経費です。

村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化施設の建
設完了などによる減）
村の防災・減災対策に関する経費です。（地域防災計画改訂業務
委託料などによる増）
小・中学校や社会教育などに関する経費です。（総合体育施設建
設による増）

道路や林業施設などの災害復旧に関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）………294万4,274円
※算出に用いた人口：1,130人（令和５年１月１日現在の住民基本台帳登載人口）

（単位：万円）

性　質　別

総務費
79,649
23.9%

民生費
38,288
11.5%

土木費 22,155 6.7%

教育費
85,223
25.6%

災害復旧費
24,069　7.2%

商工費
16,239　4.9%

消防費
4,663　1.4%

農林水産業費
18,095　5.4%

衛生費
10,391
3.1%

議会費
3,512　1.1%

その他
7　0.0%

公債費
30,412
9.2%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
80,901
24.3%

投資的
経　費
115,702
34.8%

その他
経　費
136,100
40.9%

令
和
６
年
度
か
ら
天
龍
村
の

公
立
小
中
学
校
に
留
学
を
希
望

さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
等
に

在
住
の
方
で
、
天
龍
村
の
自
然

環
境
や
交
流
・
体
験
を
希
望
す

る
親
子
や
、
天
龍
村
に
お
住
い

の
方
の
お
孫
さ
ん
で
村
の
小
中

学
校
に
留
学
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
と
し
た
親
子
留
学
（
天

龍
村
龍
の
子
留
学
）
制
度
で
す
。

今
年
度
よ
り
受
け
入
れ
を
は
じ

め
、
現
在
２
家
族
が
天
龍
村
に

留
学
し
て
い
ま
す
。

留
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
の
見
学
会
や
面
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
地
域
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
留
学
を
開
始
す
る

時
期
は
調
整
可
能
で
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
も
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

令
和
５
年
11
月
30
日
㈭
ま
で

（
令
和
６
年
４
月
入
学
の
場
合
）

お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32‒

１
０
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令
和
６
年
度
　
天
龍

村
龍
の
子
留
学
（
親

子
留
学
・
孫
留
学
）
生

を
募
集
し
ま
す

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

猫
に
関
す
る
多
く
の
苦
情
や

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

猫
は
、
飼
い
主
の
心
が
け
一
つ

で
人
か
ら
愛
さ
れ
た
り
、
嫌
が

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
飼
い
主
の

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
ご
近
所

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
猫
の
習

性
や
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

飼
っ
て
い
る
猫
が
屋
外
へ
自

由
に
出
入
り
す
る
と
、
よ
そ
の

家
の
庭
を
踏
ん
で
汚
し
た
り
、

飼
い
主
の
い
な
い
子
猫
が
産
ま

れ
る
元
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
猫
は
本
来
広
い
範
囲
を

歩
く
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
外
の
様
子
が
見
え
る
部
屋

で
、
高
さ
が
あ
る
落
ち
着
け
る

場
所
を
作
っ
て
や
る
事
な
ど
に

よ
り
、
室
内
で
も
快
適
に
生
活

で
き
ま
す
。
ま
た
、
猫
を
飼
う

場
合
室
内
飼
い
が
原
則
で
す
。

屋
外
へ
自
由
に
行
き
来
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、必
ず
去
勢
・

不
妊
手
術
を
行

う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

生ごみ処理機の購入費の一部を助成します

　
８
月
19
日
㈯
に
阿
南
町
・
泰

阜
村
・
下
條
村
と
四
町
村
合
同

で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
あ
い
パ
ー

ク
や
す
お
か
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
「
畑
を
通
じ
て

じ
っ
く
り
知
り
合
え
る
」
イ
ベ

ン
ト
と
し
、
苗
植
え
や
収
穫
の

ほ
か
、
食
事
会
な
ど
を
通
じ
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン

の
収
穫
体
験
の
後
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
少
人
数
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
、お
互
い
の
距
離
が
近
く
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
婚
活
に
限
ら
ず
、
出
会
い
の

場
の
創
出
や
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
要

望
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。お問

い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
32‒

１
０
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　令和４年度の一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会において審議され、次のとおり認定さ
れました。一般会計では、歳入総額34億5,556万円、歳出総額33億2,703万円、差引収支1億
2,853万円となり、歳出は前年度より8.7%、2億6,729万円の増となりました。
（四捨五入により、グラフや表内の数値の合計が一致しない場合があります）

　村税（2億1,452万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前
年度に比べ4.1%、837万円の増となりました｡

　地方交付税（14億418万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受け
られるように、国に納められた税金を再配分して交
付されます。前年度に比べ2.2%、3,125万円の減
となりました。
　天龍村の収入でもっとも大きな比重を占めています。

　国・県支出金（6億311万円）
　国や県が交付する補助金や負担金などです｡前年度
に比べ5.1%､3,266万円の減となりました。

　繰入金（1億6,586万円）
①財政調整基金から1億1,000万円（財源不足のため）
②減債基金から3,750万円（村債の繰上償還）
③ふるさと寄附金基金から636万円（貸与型奨学金
「龍蛇山澤基金」の資金及びICTタブレット使用料など）
④森林環境整備基金から1,200万円（森林調査など
へ充当）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（7億9万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比
べ105.9%、3億6,011万円の増となりました。

（21）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）10月26日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）10月26日

今年度上半期の交流事業を紹介します今年度上半期の交流事業を紹介します

■自主財源　19.2%
　6億6,186万円
■依存財源　80.8%
　27億9,370万円

（単位：万円）

歳　出

1億3,104万円

9,573万円

5,762万円

2億9,330万円

2,880万円

4,632万円

歳　入

1億3,665万円

9,732万円

5,828万円

2億9,393万円

2,947万円

4,853万円

・総合体育施設建設工事 6億4,198万円
・小中併設校整備工事管理委託料
　（１期工事） 1,617万円
・小中併設校整備工事
　（１期工事） 3,245万円
・価格高騰緊急支援給付金
　（住民税非課税世帯） 1,340万円
・生活支援商品券発行事業 3,128万円
・村道峠山線既設集水井再ボーリング工事 1,932万円
・村道川合線拡幅改良工事 1,417万円
・林道小河内川線改良工事 628万円
・ICT支援員委託料 700万円
・灯油購入助成券事業 1,002万円
・地籍調査測量委託事業 770万円

令和４年度 主 要 事 業

特　別　会　計

歳　　入

村　債
70,009
20.3% 地方交付税

140,418
40.6%

村　税
21,452　6.2%

繰入金
16,586
4.8%

その他
8,632　2.5% 使用料及び手数料

4,773　1.4%

諸収入
2,572　0.8%

その他
20,804
6.0%

国・県支出金
60,311
17.4%

34億5,556万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所本件に関するお問い合わせ先　地域振興課　移住定住推進係　Tel.32-1023

　新型コロナウイルス感染症の影響により、中止やオンラインによる交流を余儀なくされておりましたが、
感染対策を講じながら交流事業を再開しています。学生らとの交流により、若い世代との交流や地域課題
の共有、地域活動を通じた村の活性化のため、引き続き事業を行います。村の皆さんの日常の活動が学生
や都市部の方の興味を引き出し、定期的な交流や担い手の確保など将来の村づくりに寄与するものとなり
ます。今後、学生らとの交流や地域活動への参加に興味がありましたら、ぜひお問い合わせください。また、
学生らに活動していただきたい内容などがありましたら、あわせてご相談ください。

国際基督教大学サービスラーニング （７/10～14）国際基督教大学サービスラーニング （７/10～14）

長野大学地域調査演習（５/16～17）長野大学地域調査演習（５/16～17） 静岡県立天竜高校（８/７～９）静岡県立天竜高校（８/７～９）

秘境大学料理教室…２回目を開催しました （９/10）秘境大学料理教室…２回目を開催しました （９/10）

　平成28年度から国際基督教大学サービスラーニングプログラムの受け入れを実施し、これまでに81
名の学生が天龍村を訪問されました。今年度は４年ぶりに海外からの学生の受け入れ、子どもたちと
の交流や、天龍村の歴史のインタビュー、五平餅づくりなどを体験していただきました。海外の学生
のほとんどが初来日で、天龍村の生活で感じたことのひとつに「ものがあふれる都会の便利さではなく、
心の豊かさがとても充実している。」と感じ、家族のように近い関係で接してくださったことに感謝し
ているとの感想をいただきました。

　村を大学に、地元で活躍する方を教授に見立てた交流事業を天龍村では「秘
境大学」の名称で実施しています。今年度は「郷土料理」をテーマに全５回
開催します。２回目の９月はていざなすを中心とした料理教室を開催しまし
た。今後の案内は回覧でお伝えします。

　学生らが坂部地区を訪問し、坂部の冬祭
りについてのインタビューや大森山諏訪社
の見学を行いました。平成30年度よりこれま
でに66名の学生が演習に参加しました。イン
タビューは記録としてまとめ、今後提供いた

だく予定です。こ
れまでまとめて
いただいたインタ
ビュー集は天龍村
図書館にて閲覧す
ることができます。

　浜松市天竜区を中心に地
域活動を行う同校の「天竜
ラボ」のみなさんが、同じ
天竜川流域にある村の取り
組みに着目していただき訪
問されました。小学生との

交流や、ていざなすの圃場
整備や、お茶畑の管理（草
刈り）、キャンプ場の整備
などを行いました。また、
向方地区の里山整備につい
て話しを伺いました。

受け入れ事業の一部

33億2,703万円
一般会計歳出総額は前年度より8.7％増

令和
4年度
決算
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３
月
20
日
㈪
か
ら
３
月
24
日

㈮
ま
で
の
五
日
間
、
天
龍
中
学

校
１
年
生
・
２
年
生
・
３
年
生

と
高
校
１
年
生
の
合
計
14
名
が

グ
ア
ム
へ
海
外
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
旅
行

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
海
外
研
修
に
行
け
な

か
っ
た
中
学
３
年
生
・
高
校
１

年
生
も
参
加
し
、
グ
ア
ム
の
文

化
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
５

日
間
の
様
子
を
ま
と
め
ま
す
。

１
日
目

　
３
月
20
日
は
天
龍
村
か
ら
成

田
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
東
京
の
景

色
も
自
分
た
ち
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
バ
ス

の
間
も
楽
し
み
な
が
ら
成
田
ま

で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

（
宮
下
　
佳
穂
）

◇ 

◇ 

◇

　
１
日
目
に
成
田
へ
移
動
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
海
外
へ
行
く

最
初
の
バ
ス
だ
っ
た
の
で
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
で
富
士
山
が
見
え
る
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
へ
止
ま
り
、
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
と
て
も
天
気
が
良
く
、

富
士
山
も
し
っ
か
り
目
に
焼
き

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
藤
澤
　
幸
音
）

　

２
日
目

　
グ
ア
ム
に
行
っ
て
１
日
目
に

は
現
地
の
気
候
や
ホ
テ
ル
な
ど

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
飛
行

機
を
降
り
て
空
港
内
に
入
る
と

ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
で
さ
え
も
少
し
暑
い
く

ら
い
で
し
た
。
外
に
出
る
と
日

本
の
夏
ぐ
ら
い
の
暑
さ
で
ビ
ッ

ク
リ
し
た
し
、
一
年
中
こ
の
気

温
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
は

と
て
も
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
ヤ
シ
の
木
が

町
中
に
あ
っ
た
り
、
建
物
の
雰

囲
気
な
ど
が
日
本
と
違
い
ま
し

た
。 

（
熊
谷
　
好
晴
）

◇ 

◇ 

◇

　
自
分
達
が
海
へ
の
行
き
方
が

分
か
ら
な
か
っ
た
時
に
「
ウ
ミ

ハ
コ
ノ
マ
マ
マ
ッ
ス
グ
ダ
ヨ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
り
「
バ
ン

ザ
ー
イ
」
と
笑
わ
せ
て
く
れ
た

り
し
て
、
だ
い
た
い
日
本
語
で

話
し
て
く
れ
て
ほ
ん
と
に
う
れ

し
か
っ
た
し
、
面
白
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
日

本
語
で
話
し
て
し
ま
っ
た
り
、

英
語
を
使
わ
な
く
な
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
グ

ア
ム
の
人
た
ち
は
理
解
し
て
く

れ
て
英
語
を
ゆ
っ
く
り
話
し
て

く
れ
た
り
、
簡
単
な
英
語
で
話

し
た
り
、
時
に
は
日
本
語
を
話

し
た
り
し
て
く
れ
て
本
当
に
優

し
い
人
た
ち
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。 

（
熊
谷
　
朋
哉
）

　　
グ
ア
ム
の
海
は
と
て
も
透
き

通
っ
て
い
て
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
み
ん
な
海
の
中
に
入
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
僕
は
、

服
が
濡
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で

砂
浜
の
と
こ
ろ
で
み
ん
な
が
遊

ん
で
い
る
の
を
な
が
め
て
い
ま

し
た
。
で
も
た
ま
に
、
昇
己
君

や
陽
人
君
に
水
を
か
け
て
遊
ん

だ
り
も
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が

海
で
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
て
青

春
し
て
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
山
﨑
　
瑛
翔
）

　　
夜
ご
飯
は
中
華
料
理
の
バ
イ

キ
ン
グ
で
し
た
。
そ
の
後
、
近

く
の
お
店
で
買
い
物
を
し
ま
し

た
。
グ
ア
ム
な
ら
で
は
の
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
の
お
菓
子
や
飲
み
物
も
売

ら
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、

嬉
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
の
カ
ー
ド
が
う
ま
く
読
み
取

ら
れ
ず
部
屋
に
入
れ
な
か
っ
た

り
、
シ
ャ
ワ
ー
が
出
な
か
っ
た

り
な
ど
。
で
も
自
分
た
ち
だ
け

で
フ
ロ
ン
ト
に
行
っ
た
り
、

シ
ャ
ワ
ー
を
出
す
方
法
が
分

か
っ
た
ら
伝
え
合
っ
た
り
、
自

分
た
ち
で
行
動
す
る
場
面
が
増

え
た
と
思
い
ま
す
。

 

（
熊
谷
　
彩
香
）

３
日
目

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
２
枚
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
買
う
と
10
％
下
げ
て

く
れ
る
と
言
っ
て
も
ら
え
た
の

で
友
達
と
お
そ
ろ
い
で
２
枚

買
っ
た
。
元
は
４
，
０
０
０
円

だ
っ
た
服
が
ち
ょ
う
ど
セ
ー
ル

で
１
，
３
０
０
円
く
ら
い
で
買

え
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
ナ
イ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
み
ん
な
自

由
で
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
し
て
い

た
。
音
が
大
き
く
て
び
っ
く
り

し
た
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
も
買
っ
て

海
も
見
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

コ
ー
ン
を
食
べ
た
。
ち
ょ
っ
と

油
っ
こ
か
っ
た
。
で
も
同
じ
世

界
で
も
、
雰
囲
気
は
本
当
に

違
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
。

 

（
遠
山
　
楓
）

◇ 

◇ 

◇

　
グ
ア
ム
の
屋
台
は
日
本
で
い

う
お
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。
海
の
近
く
で
の
食
事

は
内
陸
に
あ
る
長
野
県
で
は
経

験
で
き
な
い
事
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。
グ
ア

ム
の
学
校
の
生
徒
の
人
達
も
見

ず
知
ら
ず
の
自
分
た
ち
に
フ
レ

ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
下
さ
っ
て
、

自
分
も
意
欲
的
に
グ
ア
ム
の
人

達
と
接
し
よ
う
と
思
っ
た
。
ホ

テ
ル
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の

食
事
も
体
験
し
て
、
お
米
な
ど

の
グ
ア
ム
と
日
本
の
食
文
化
の

違
い
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

た
。 

（
中
島
　
陽
翔
）

◇ 

◇ 

◇

　
グ
ア
ム
の
食
べ
物
の
特
徴
は
、

全
体
的
に
甘
い
食
べ
物
で
し
た
。

特
に
売
っ
て
い
た
お
茶
は
無
糖

と
書
い
て
い
な
い
と
と
て
も
甘

い
ら
し
い
で
す
。

　
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
お
米
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
固

く
食
べ
に
く
か
っ
た
で
す
。
食

べ
物
は
日
本
の
食
べ
物
の
ほ
う

が
お
い
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
成
瀬
　
陽
人
）

　

◇ 

◇ 

◇

　
現
地
の
学
校
に
展
示
物
で
鬼

滅
の
刃
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
の

日
本
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
が
あ
っ

た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

海
外
で
も
日
本
の
も
の
が
流
行

し
て
い
る
の
は
な
ん
だ
か
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
買
い
物
が
終
わ
っ
た
ら
ホ
テ

ル
の
別
室
で
英
会
話
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
ま
し
た
。
現
地
の
人
に

や
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
と
て

も
発
音
が
よ
く
、
ど
ん
な
風
に

口
を
使
え
ば
そ
の
発
音
が
出
来

る
か
な
ど
ま
で
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
英
語
の
発
音
に
つ
い
て

少
し
は
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

 

（
宮
下
　
昇
己
）

　　
現
地
の
人
が
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
優
し
く
て
、
接
し
や

す
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
海
外

研
修
に
参
加
す
る
前
に
、
も
っ

と
語
学
（
英
語
）
を
勉
強
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　
空
や
海
や
山
、
自
然
が
と
て

も
綺
麗
で
感
動
し
ま
し
た
。
日

本
と
は
違
う
町
並
み
な
ど
、
見

た
こ
と
が
無
い
風
景
で
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
住
み

慣
れ
た
天
龍
村
の
良
さ
も
実
感

し
ま
し
た
。

 

（
山
﨑
　
こ
こ
ね
）

４
日
目

　
歴
史
的
な
場
所
を
巡
っ
た
後

に
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
イ
と
い
う
場

所
に
行
き
ま
し
た
。
海
の
中
に

建
物
が
あ
る
の
で
、
実
際
に
泳

い
で
い
る
魚
が
み
れ
て
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
移
動
す
る

時
に
橋
を
渡
る
の
で
す
が
、
意

外
と
ゆ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
後
近
く
で
お
昼
を
食
べ
ま
し

た
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ
を
使
っ
た

シ
ョ
ー
も
見
れ
た
の
で
、
よ

か
っ
た
で
す
。
帰
り
の
飛
行
機

で
は
、
疲
れ
も
あ
っ
た
の
で
、

み
ん
な
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
ま

し
た
。
グ
ア
ム
は
暑
か
っ
た
の

で
、
日
本
に
着
い
た
ら
寒
く
な

い
か
心
配
で
し
た
。
日
本
に
近

づ
く
と
天
候
が
少
し
ず
つ
悪
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
と
き
お

り
、
機
内
が
ゆ
れ
た
の
は
怖

か
っ
た
け
れ
ど
、
無
事
に
着
い

て
良
か
っ
た
で
す
。

 

（
板
倉
　
寧
々
）

◇ 

◇ 

◇

　
建
物
の
中
か
ら
海
が
見
ら
れ

る
『fi

sh eye

海
中
探
訪
ツ

ア
ー
』
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
の
計
画
に

は
な
か
っ
た
の
で
、
３
日
目
に

最
高
の
体
験
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
。

　
カ
メ
ラ
の
容
量
が
足
り
な
く

な
る
く
ら
い
写
真
も
撮
っ
て
、

お
昼
ご
飯
を
食
べ
に
行
き
ま
し

た
。
自
分
で
選
ん
で
と
れ
る
ご

飯
だ
っ
た
の
で
、
ウ
ク
レ
レ
を

弾
き
語
り
で
歌
う
可
愛
い
お
じ

さ
ん
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
う
帰
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
こ
と
が
と
て
も
悲
し
か
っ
た

で
す
。
ず
っ
と
運
転
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
、
現
地
合
流
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、

み
ん
な
に
感
謝
し
て
お
別
れ
し

ま
し
た
。 

（
熊
谷
　
美
桜
）

　

ま
と
め

　
今
回
の
海
外
研
修
を
通
し
て
、

実
際
に
現
地
の
方
々
と
英
語
で

会
話
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
た
り
、
３
日
間
初
め

て
の
海
外
で
の
生
活
を
経
験
し

た
こ
と
で
食
事
や
生
活
環
境
、

自
然
環
境
、
街
の
雰
囲
気
、
人

の
様
子
な
ど
様
々
な
面
か
ら
た

く
さ
ん
の
事
を
学
び
い
い
刺
激

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。 

（
熊
谷
　
彩
葉
）

引
率
者

　
天
龍
村
の
事
業
で
あ
る
中
学

生
グ
ア
ム
研
修
の
引
率
者
と
し

て
同
行
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

を
通
し
て
生
徒
達
は
、
新
し
い

経
験
と
学
び
の
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
異

文
化
に
触
れ
、
美
し
い
自
然
を

景
観
し
、
現
地
の
人
々
と
交
流

し
、
自
分
自
身
の
視
野
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
へ
の
旅
で
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
起
こ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
出
来
事
に
生
徒
た
ち
自
身
が

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
応
し
た

こ
と
で
、
成
長
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
海
外

へ
行
く
こ
と
の
醍
醐
味
を
肌
で

感
じ
た
３
泊
４
日
に
な
り
ま
し

た
。 

（
天
龍
中
学
校

養
　

護
　

教
　

諭

　
浅
井
　
美
帆
）

天龍村を出発！

空港で手続き

透き通ったグアムの海でパシャリ

海外の学校を見学

ネイティブの発音を勉強

海の中を覗き込む水族館

令
和
４
年
度
天
龍
中
学
校

 

１
・
２
・
３
年
生
・
高
校
１
年
生
海
外
研
修
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３
月
20
日
㈪
か
ら
３
月
24
日

㈮
ま
で
の
五
日
間
、
天
龍
中
学

校
１
年
生
・
２
年
生
・
３
年
生

と
高
校
１
年
生
の
合
計
14
名
が

グ
ア
ム
へ
海
外
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
旅
行

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
海
外
研
修
に
行
け
な

か
っ
た
中
学
３
年
生
・
高
校
１

年
生
も
参
加
し
、
グ
ア
ム
の
文

化
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
５

日
間
の
様
子
を
ま
と
め
ま
す
。

１
日
目

　
３
月
20
日
は
天
龍
村
か
ら
成

田
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
東
京
の
景

色
も
自
分
た
ち
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
バ
ス

の
間
も
楽
し
み
な
が
ら
成
田
ま

で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

（
宮
下
　
佳
穂
）

◇ 

◇ 

◇

　
１
日
目
に
成
田
へ
移
動
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
海
外
へ
行
く

最
初
の
バ
ス
だ
っ
た
の
で
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
で
富
士
山
が
見
え
る
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
の
で
そ

こ
へ
止
ま
り
、
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
と
て
も
天
気
が
良
く
、

富
士
山
も
し
っ
か
り
目
に
焼
き

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
藤
澤
　
幸
音
）

　

２
日
目

　
グ
ア
ム
に
行
っ
て
１
日
目
に

は
現
地
の
気
候
や
ホ
テ
ル
な
ど

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
飛
行

機
を
降
り
て
空
港
内
に
入
る
と

ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
で
さ
え
も
少
し
暑
い
く

ら
い
で
し
た
。
外
に
出
る
と
日

本
の
夏
ぐ
ら
い
の
暑
さ
で
ビ
ッ

ク
リ
し
た
し
、
一
年
中
こ
の
気

温
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
は

と
て
も
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
ヤ
シ
の
木
が

町
中
に
あ
っ
た
り
、
建
物
の
雰

囲
気
な
ど
が
日
本
と
違
い
ま
し

た
。 

（
熊
谷
　
好
晴
）

◇ 

◇ 

◇

　
自
分
達
が
海
へ
の
行
き
方
が

分
か
ら
な
か
っ
た
時
に
「
ウ
ミ

ハ
コ
ノ
マ
マ
マ
ッ
ス
グ
ダ
ヨ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
り
「
バ
ン

ザ
ー
イ
」
と
笑
わ
せ
て
く
れ
た

り
し
て
、
だ
い
た
い
日
本
語
で

話
し
て
く
れ
て
ほ
ん
と
に
う
れ

し
か
っ
た
し
、
面
白
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
日

本
語
で
話
し
て
し
ま
っ
た
り
、

英
語
を
使
わ
な
く
な
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
グ

ア
ム
の
人
た
ち
は
理
解
し
て
く

れ
て
英
語
を
ゆ
っ
く
り
話
し
て

く
れ
た
り
、
簡
単
な
英
語
で
話

し
た
り
、
時
に
は
日
本
語
を
話

し
た
り
し
て
く
れ
て
本
当
に
優

し
い
人
た
ち
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。 

（
熊
谷
　
朋
哉
）

　　
グ
ア
ム
の
海
は
と
て
も
透
き

通
っ
て
い
て
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
み
ん
な
海
の
中
に
入
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
僕
は
、

服
が
濡
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で

砂
浜
の
と
こ
ろ
で
み
ん
な
が
遊

ん
で
い
る
の
を
な
が
め
て
い
ま

し
た
。
で
も
た
ま
に
、
昇
己
君

や
陽
人
君
に
水
を
か
け
て
遊
ん

だ
り
も
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が

海
で
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
て
青

春
し
て
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
山
﨑
　
瑛
翔
）

　　
夜
ご
飯
は
中
華
料
理
の
バ
イ

キ
ン
グ
で
し
た
。
そ
の
後
、
近

く
の
お
店
で
買
い
物
を
し
ま
し

た
。
グ
ア
ム
な
ら
で
は
の
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
の
お
菓
子
や
飲
み
物
も
売

ら
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、

嬉
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
の
カ
ー
ド
が
う
ま
く
読
み
取

ら
れ
ず
部
屋
に
入
れ
な
か
っ
た

り
、
シ
ャ
ワ
ー
が
出
な
か
っ
た

り
な
ど
。
で
も
自
分
た
ち
だ
け

で
フ
ロ
ン
ト
に
行
っ
た
り
、

シ
ャ
ワ
ー
を
出
す
方
法
が
分

か
っ
た
ら
伝
え
合
っ
た
り
、
自

分
た
ち
で
行
動
す
る
場
面
が
増

え
た
と
思
い
ま
す
。

 

（
熊
谷
　
彩
香
）

３
日
目

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
２
枚
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
買
う
と
10
％
下
げ
て

く
れ
る
と
言
っ
て
も
ら
え
た
の

で
友
達
と
お
そ
ろ
い
で
２
枚

買
っ
た
。
元
は
４
，
０
０
０
円

だ
っ
た
服
が
ち
ょ
う
ど
セ
ー
ル

で
１
，
３
０
０
円
く
ら
い
で
買

え
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
ナ
イ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
み
ん
な
自

由
で
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
し
て
い

た
。
音
が
大
き
く
て
び
っ
く
り

し
た
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
も
買
っ
て

海
も
見
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

コ
ー
ン
を
食
べ
た
。
ち
ょ
っ
と

油
っ
こ
か
っ
た
。
で
も
同
じ
世

界
で
も
、
雰
囲
気
は
本
当
に

違
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
。

 

（
遠
山
　
楓
）

◇ 

◇ 

◇

　
グ
ア
ム
の
屋
台
は
日
本
で
い

う
お
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。
海
の
近
く
で
の
食
事

は
内
陸
に
あ
る
長
野
県
で
は
経

験
で
き
な
い
事
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。
グ
ア

ム
の
学
校
の
生
徒
の
人
達
も
見

ず
知
ら
ず
の
自
分
た
ち
に
フ
レ

ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
下
さ
っ
て
、

自
分
も
意
欲
的
に
グ
ア
ム
の
人

達
と
接
し
よ
う
と
思
っ
た
。
ホ

テ
ル
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の

食
事
も
体
験
し
て
、
お
米
な
ど

の
グ
ア
ム
と
日
本
の
食
文
化
の

違
い
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

た
。 

（
中
島
　
陽
翔
）

◇ 

◇ 

◇

　
グ
ア
ム
の
食
べ
物
の
特
徴
は
、

全
体
的
に
甘
い
食
べ
物
で
し
た
。

特
に
売
っ
て
い
た
お
茶
は
無
糖

と
書
い
て
い
な
い
と
と
て
も
甘

い
ら
し
い
で
す
。

　
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
お
米
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
固

く
食
べ
に
く
か
っ
た
で
す
。
食

べ
物
は
日
本
の
食
べ
物
の
ほ
う

が
お
い
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
成
瀬
　
陽
人
）

　

◇ 

◇ 

◇

　
現
地
の
学
校
に
展
示
物
で
鬼

滅
の
刃
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
の

日
本
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
が
あ
っ

た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

海
外
で
も
日
本
の
も
の
が
流
行

し
て
い
る
の
は
な
ん
だ
か
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
買
い
物
が
終
わ
っ
た
ら
ホ
テ

ル
の
別
室
で
英
会
話
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
ま
し
た
。
現
地
の
人
に

や
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
と
て

も
発
音
が
よ
く
、
ど
ん
な
風
に

口
を
使
え
ば
そ
の
発
音
が
出
来

る
か
な
ど
ま
で
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
英
語
の
発
音
に
つ
い
て

少
し
は
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

 

（
宮
下
　
昇
己
）

　　
現
地
の
人
が
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
優
し
く
て
、
接
し
や

す
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
海
外

研
修
に
参
加
す
る
前
に
、
も
っ

と
語
学
（
英
語
）
を
勉
強
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　
空
や
海
や
山
、
自
然
が
と
て

も
綺
麗
で
感
動
し
ま
し
た
。
日

本
と
は
違
う
町
並
み
な
ど
、
見

た
こ
と
が
無
い
風
景
で
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
住
み

慣
れ
た
天
龍
村
の
良
さ
も
実
感

し
ま
し
た
。

 

（
山
﨑
　
こ
こ
ね
）

４
日
目

　
歴
史
的
な
場
所
を
巡
っ
た
後

に
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
イ
と
い
う
場

所
に
行
き
ま
し
た
。
海
の
中
に

建
物
が
あ
る
の
で
、
実
際
に
泳

い
で
い
る
魚
が
み
れ
て
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
移
動
す
る

時
に
橋
を
渡
る
の
で
す
が
、
意

外
と
ゆ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
後
近
く
で
お
昼
を
食
べ
ま
し

た
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ
を
使
っ
た

シ
ョ
ー
も
見
れ
た
の
で
、
よ

か
っ
た
で
す
。
帰
り
の
飛
行
機

で
は
、
疲
れ
も
あ
っ
た
の
で
、

み
ん
な
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
ま

し
た
。
グ
ア
ム
は
暑
か
っ
た
の

で
、
日
本
に
着
い
た
ら
寒
く
な

い
か
心
配
で
し
た
。
日
本
に
近

づ
く
と
天
候
が
少
し
ず
つ
悪
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
と
き
お

り
、
機
内
が
ゆ
れ
た
の
は
怖

か
っ
た
け
れ
ど
、
無
事
に
着
い

て
良
か
っ
た
で
す
。

 

（
板
倉
　
寧
々
）

◇ 

◇ 

◇

　
建
物
の
中
か
ら
海
が
見
ら
れ

る
『fi

sh eye

海
中
探
訪
ツ

ア
ー
』
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
の
計
画
に

は
な
か
っ
た
の
で
、
３
日
目
に

最
高
の
体
験
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
。

　
カ
メ
ラ
の
容
量
が
足
り
な
く

な
る
く
ら
い
写
真
も
撮
っ
て
、

お
昼
ご
飯
を
食
べ
に
行
き
ま
し

た
。
自
分
で
選
ん
で
と
れ
る
ご

飯
だ
っ
た
の
で
、
ウ
ク
レ
レ
を

弾
き
語
り
で
歌
う
可
愛
い
お
じ

さ
ん
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
う
帰
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
こ
と
が
と
て
も
悲
し
か
っ
た

で
す
。
ず
っ
と
運
転
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
、
現
地
合
流
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、

み
ん
な
に
感
謝
し
て
お
別
れ
し

ま
し
た
。 

（
熊
谷
　
美
桜
）

　

ま
と
め

　
今
回
の
海
外
研
修
を
通
し
て
、

実
際
に
現
地
の
方
々
と
英
語
で

会
話
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
た
り
、
３
日
間
初
め

て
の
海
外
で
の
生
活
を
経
験
し

た
こ
と
で
食
事
や
生
活
環
境
、

自
然
環
境
、
街
の
雰
囲
気
、
人

の
様
子
な
ど
様
々
な
面
か
ら
た

く
さ
ん
の
事
を
学
び
い
い
刺
激

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。 

（
熊
谷
　
彩
葉
）

引
率
者

　
天
龍
村
の
事
業
で
あ
る
中
学

生
グ
ア
ム
研
修
の
引
率
者
と
し

て
同
行
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

を
通
し
て
生
徒
達
は
、
新
し
い

経
験
と
学
び
の
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
異

文
化
に
触
れ
、
美
し
い
自
然
を

景
観
し
、
現
地
の
人
々
と
交
流

し
、
自
分
自
身
の
視
野
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
へ
の
旅
で
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
起
こ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
出
来
事
に
生
徒
た
ち
自
身
が

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
応
し
た

こ
と
で
、
成
長
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
海
外

へ
行
く
こ
と
の
醍
醐
味
を
肌
で

感
じ
た
３
泊
４
日
に
な
り
ま
し

た
。 

（
天
龍
中
学
校

養
　

護
　

教
　

諭

　
浅
井
　
美
帆
）

天龍村を出発！

空港で手続き

透き通ったグアムの海でパシャリ

海外の学校を見学

ネイティブの発音を勉強

海の中を覗き込む水族館

令
和
４
年
度
天
龍
中
学
校

 

１
・
２
・
３
年
生
・
高
校
１
年
生
海
外
研
修



山
粧
う
素
敵
な
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
読
書
の

秋
に
し
ま
せ
ん
か
？

え
　

ほ
　

ん

・
ふ
み
き
り
く
ん

・
あ
さ
で
す
よ
　
よ
る
で
す
よ

・
の
び
の
ー
び
　
の
び
の
ー
び

一
般
向
け

・
変
な
絵

・
人
間
関
係
を
半
分
降
り
る

芥
川
賞
受
賞

・
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク

直
木
賞
受
賞

・
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち

・
極
楽
征
夷
大
将
軍

お
し
ら
せ

・
令
和
６
年
度
か
ら
使
用
す
る
、

小
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

◇
　◆
　◇
　◆
　◇

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
リ
ク
エ
ス

　
９
月
27
日
㈬
に
今
年
24
年
目

を
迎
え
る
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
龍
小
学
校
児
童

を
は
じ
め
下
伊
那
南
部
建
設
事

務
所
、
中
部
電
力
、
婦
人
会
の

方
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ
き
村

内
各
所
様
々
な
場
所
で
道
路
周

辺
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
車
な
ど
で
通
り
慣
れ
て
い

る
道
で
す
が
、
い
ざ
ゴ
ミ
を
拾

い
な
が
ら
歩
く
と
と
て
も
広
く

長
い
距
離
を
歩
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
拾
っ
た
ご
み
は
約
43
㎏
で
、

空
き
缶
や
プ
ラ
ゴ
ミ
、
中
に
は

洗
濯
機
の
ホ
ー
ス
な
ど
も
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
、
沿
道
が
と

て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
ゴ

ミ
の
な
い
天
龍
村
が
い
つ
ま
で

も
保
た
れ
る
よ
う
に
改
め
て
一

人
一
人
が
環
境
美
化
を
心
が
け

て
生
活
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
。
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私たちの村
－10月１日現在－
人口 1,097 人

男 521 人 女 576 人
世帯数 624 世帯

2023年10月26日

９月17日㈰に、林野火災における空と陸及び署団の連携強化を目的に和知野川グラウンドにて、長野県消防
防災航空隊、阿南消防署、天龍村消防団及び飯伊消防協会阿南地区班各団が連携訓練を行いました。
内容は林野火災を想定し、和知野川から防災ヘリコプター『アルプス』への中継送水訓練、防災ヘリからの

空中消火訓練で、地上からの防災ヘリへの給水を担当する消防団員は普段体験しないヘリコプターの風圧に耐
えながら、中継送水を行いました。
また訓練の最後には村長、飯田広域消防本部消防長、天龍村消防団長がヘリコプターに搭乗し、上空偵察を

実施しました。
この訓練は県内でも例が少なく、飯田下伊那管内では初の試みであります。これを今後の消防活動に活かし

ていきます。

　
な
ん
で
も
館
常
設
展
示
室
等

整
備
工
事
が
９
月
末
に
竣
工
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
収
蔵
し
て
い

る
美
術
品
か
ら
選
定
し
て
展
示

を
行
い
、
11
月
18
日
㈯
か
ら
11

月
30
日
㈭
ま
で
の
期
間
プ
レ

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
天
龍
村
な
ん
で
も
館
２
階
）

　
南
信
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
の
作
品
等
を
主
に
展
示
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
な
お
本
オ
ー
プ
ン
は
12
月
１

日
㈮
の
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
天
龍
村
教
育
委
員
会 

教
育

係
（
☎
32
‒３
２
０
６
）

図
書
館
に
新
し
い

　本
が
入
り
ま
し
た

図
書
館
に
新
し
い

　本
が
入
り
ま
し
た

11月18日㈯･19日㈰に開催決定!!

場所：なんでも館
今年は、例年行われている「文
化祭」に加え、各種イベントを
盛り込んだ「昇龍まつり」を開
催します。

今年も頑張ってきれいにしたよ今年も頑張ってきれいにしたよ

　
９
月
14
日
㈭
に
、
英
国
か

ら
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
タ
イ
ナ
ー

さ
ん
一
家
が
来
村
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
の
父
親

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
さ
ん
は
、
戦
時
中
捕
虜
と
な

り
、
満
島
収
容
所
で
生
活
し
ま

し
た
。
一
家
は
父
親
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
訪
日
し
、
天
龍
村
で

は
、
平
岡
ダ
ム
や
収
容
所
跡
地

の
碑
な
ど
を
訪
れ
、
村
を
表
敬

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
当
時
の
厳
し
い
境

遇
の
中
、
友
情
を
育
ん
で
い
た

原
田
源
燈
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
と

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
さ
ん
が
終
戦
後
、

収
容
所
を
去
る
と
き
に
、
原
田

さ
ん
は
餞
別
と
し
て
印
半
纏
を

送
り
ま
し
た
。
そ
の
形
見
の
半

纏
を
遺
族
の
方
へ
返
還
す
る
の

も
、
一
家
の
来
村
の
目
的
の
一

つ
で
し
た
。
今
回
遺
族
の
方
同

士
が
国
や
立
場
を
超
え
て
交
流

し
、
縁
を
つ
な
ぎ
合
っ
て
い
る

姿
は
感
動
的
で
し
た
。　

改
め
て
、

平
和
を
願

う
気
持
ち

を
新
た
に

し
ま
し
た
。

英
捕
虜
遺
族
の
来
村

ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
天
龍
村
図
書
館
…

　
☎
32
‒３
２
０
６

◇
開
館
時
間
…
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時

◇
休
日
…
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、

月
末
日

▲タイナーさん一家
　と記念撮影

天
龍
村
郷
土
美
術
館

プ
レ
オ
ー
プ
ン

み
ん
な
で
き
れ
い
に
！

天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦


